
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
「
無
罪
の
宣
言
」
再
考

─
─
第
一
八
王
朝
時
代
の
『
死
者
の
書
』
を
手
掛
か
り
と
し
て
─
─肥　

 

後　
　

時　

 

尚

【
要
約
】　

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
『
死
者
の
書
』
に
は
「
死
者
の
審
判
」
と
呼
ば
れ
る
固
有
の
復
活
思
想
が
描
写
さ
れ
る
。
こ
の
思
想
に
お
い
て
、
死
者
は
冥

界
の
旅
を
経
て
冥
界
の
主
神
オ
シ
リ
ス
と
面
会
し
、
審
判
を
受
け
る
こ
と
で
死
後
の
復
活
と
安
寧
が
認
め
ら
れ
た
。
オ
シ
リ
ス
の
も
と
へ
到
達
す
る
た
め
、

死
者
に
は
四
二
柱
の
冥
界
の
判
事
に
対
す
る
生
前
の
身
の
潔
白
の
証
明
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
一
連
の
宣
言
の
場
面
は
「
無
罪
の
宣
言
」
と
呼
ば
れ
、
古

代
エ
ジ
プ
ト
人
の
来
世
観
や
倫
理
観
を
示
す
重
要
史
料
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
千
五
百
年
に
わ
た
り
記
述
さ
れ
た
「
無
罪
の
宣
言
」
の
内
容
に

は
変
化
が
な
い
と
認
識
さ
れ
、
同
場
面
を
詳
細
に
分
析
す
る
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
従
来
の
見
解
を
再
検
討
し
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
新
王

国
時
代
第
一
八
王
朝
の
複
数
の
写
本
に
記
述
さ
れ
た
「
無
罪
の
宣
言
」
の
内
容
と
そ
の
差
異
を
考
察
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
冥
界
の
判
事
の
名
称
や
そ
の

出
自
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
思
想
の
変
化
を
解
明
す
る
新
た
な
「
無
罪
の
宣
言
」
研
究
の
基
礎
を
確
立
す
る
。	

	
�

史
林　

一
〇
七
巻
六
号　

二
〇
二
四
年
一
一
月

1　

は　

じ　

め　

に

　

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
『
死
者
の
書
』
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
新
王
国
時
代
（
紀
元
前
一
六
世
紀
~
一
一
世
紀
頃
）
か
ら
ロ
ー
マ
支
配
時
代
（
紀
元
前
一

世
紀
~
紀
元
四
世
紀
）
ま
で
数
多
く
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
に
利
用
さ
れ
た
復
活
の
た
め
の
呪
文
集
で
あ
る
。『
死
者
の
書
』
の
呪
文
の
な
か
で
も

特
に
重
要
視
さ
れ
た
呪
文
第
一
二
五
章
は
、
当
時
の
代
表
的
な
復
活
思
想
で
あ
る
「
死
者
の
審
判
」
を
詳
細
に
描
写
し
た
貴
重
な
史
料
と
し
て
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知
ら
れ
る
。
こ
の
「
死
者
の
審
判
」
の
思
想
に
お
い
て
、
死
者
は
死
後
の
冥
界
に
位
置
す
る
審
判
の
広
間
に
到
達
し
、
知
識
の
試
練
や
心
臓
の

計
量
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
オ
シ
リ
ス
神
の
も
と
に
辿
り
着
き
、
審
判
を
経
て
復
活
と
永
遠
の
安
寧
が
認
め
ら
れ
た
。『
死
者
の
書
』
第
一
二

五
章
の
一
部
を
な
す
「
無
罪
の
宣
言
」（
第
一
二
五
章
Ｂ
）
と
呼
ば
れ
る
場
面
は
、「
死
者
の
審
判
」
の
過
程
を
示
す
重
要
な
一
場
面
で
あ
り
、

こ
こ
で
死
者
は
オ
シ
リ
ス
神
に
よ
る
審
判
に
先
立
ち
四
二
柱
の
冥
界
の
判
事
に
対
し
て
生
前
の
悪
行
を
否
定
し
、
身
の
潔
白
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。「
無
罪
の
宣
言
」
に
列
挙
さ
れ
た
悪
行
の
数
々
は
、
他
者
へ
の
傷
害
や
暴
行
、
日
常
生
活
に
お
け
る
不
貞
行
為
、
神
へ
の

冒
瀆
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
倫
理
観
を
示
す
具
体
例
と
し
て
思
想
史
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
様
々
な
復

活
の
プ
ロ
セ
ス
が
併
存
す
る
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
、「
無
罪
の
宣
言
」
を
含
む
一
連
の
「
死
者
の
審
判
」
の
思
想
は
、
千
五
百
年
以
上
に

わ
た
り
受
け
継
が
れ
た
稀
有
な
思
想
の
例
で
あ
り
、
こ
の
概
念
を
詳
述
す
る
『
死
者
の
書
』
研
究
の
重
要
性
は
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
『
死
者
の
書
』
の
研
究
は
、
呪
文
全
体
の
内
容
理
解
を
目
的
と
す
る
文
献
研
究
が
精
力
的
に
な
さ
れ
る
一
方

で
、
呪
文
に
登
場
す
る
個
々
の
神
々
の
分
析
や
、
呪
文
に
付
随
す
る
図
像
の
検
討
は
不
足
し
て
お
り
、
研
究
の
進
展
が
待
た
れ
る
。
ま
た
同
一

の
呪
文
の
内
容
が
複
数
の
パ
ピ
ル
ス
や
副
葬
品
に
書
き
写
さ
れ
る
際
に
生
じ
た
記
述
内
容
や
図
像
表
現
の
差
異
へ
の
注
目
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

『
死
者
の
書
』
に
描
写
さ
れ
た
「
無
罪
の
宣
言
」
に
つ
い
て
も
、
四
二
柱
の
判
事
の
性
格
や
配
列
に
関
し
て
不
明
な
点
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、『
死
者
の
書
』
第
一
二
五
章
に
描
か
れ
た
一
連
の
「
死
者
の
審
判
」
の
思
想
が
生
み
出
さ
れ
た
背
景
や
、
呪
文
の
千
五
百
年
の

利
用
の
中
で
生
じ
た
思
想
の
変
化
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
背
景
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
「
死
者
の
審

判
」
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
の
一
つ
と
し
て
、
第
一
八
王
朝
時
代
に
記
さ
れ
た
複
数
の
『
死
者
の
書
』
の
写
本
上
の
「
無
罪
の
宣

言
」
の
分
析
か
ら
、
冥
界
の
判
事
の
数
と
出
自
を
め
ぐ
る
議
論
に
新
た
な
見
解
を
提
示
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
『
死
者
の
書
』
に
描
か
れ
た
古
代

エ
ジ
プ
ト
人
の
来
世
思
想
が
不
変
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
見
直
す
と
と
も
に
、
千
五
百
年
に
及
ぶ
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
史
の
理
解
を
推
し
進

め
る
た
め
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
通
時
的
研
究
の
意
義
を
示
し
た
い
。

①

②

2　（622）



「
否
定
告
白
」（N

egative C
onfession

）
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
ブ
レ
ス
テ
ッ
ド

（J. H
. B

reasted

）
や
カ
レ
ン
ガ
（M

. K
arenga

）
の
よ
う
に
こ
の
呼
称
を
不
適

切
な
用
語
と
指
摘
す
る
研
究
者
も
い
る
（B

reasted 1934 , 258 ; K
arenga 2004 , 

138
）。

ミ
ル
デ
（H

. M
ilde

）
や
ク
ア
ー
ク
（S. Q

uirke

）
は
こ
の
課
題
を
指
摘
し
、

『
死
者
の
書
』
の
複
数
の
呪
文
と
図
像
の
関
係
の
考
察
に
着
手
し
て
い
る
（M

ilde 

1991 ; Q
uirke 2013

）。
よ
り
詳
細
な
呪
文
の
内
容
分
析
を
目
的
と
し
て
、
近
年

で
は
特
定
の
呪
文
の
分
析
に
焦
点
が
置
か
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
ビ
リ
ン
グ
（N

. 

B
illing

）
や
タ
ラ
セ
ン
コ
（M

. Tarasenko

）、
ル
カ
レ
ッ
リ
（R

. Lucarelli

）
ら

が
そ
れ
ぞ
れ
呪
文
第
五
九
章
、
第
四
二
章
、
第
一
四
九
章
の
内
容
を
呪
文
と
図
像

の
双
方
の
視
点
に
基
づ
く
分
析
を
行
っ
て
い
る
（B

illing 2004 ; Tarasenko 
2009 ; Lucarelli 2015

）。

２　

古
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
「
死
者
の
審
判
」
と
『
死
者
の
書
』

　

「
死
者
の
審
判
」
に
お
い
て
裁
か
れ
る
死
者
は
、
冥
界
に
位
置
す
る
審
判
の
広
間
を
訪
れ
、
冥
界
の
判
事
団
に
自
ら
の
生
前
の
行
為
の
潔
白

を
主
張
す
る
。
そ
の
後
、
死
者
の
心
臓
は
天
秤
の
上
に
載
せ
ら
れ
、
真
実
や
正
義
を
意
味
す
る
概
念
で
あ
る
マ
ア
ト
の
象
徴
と
比
較
さ
れ
る
。

天
秤
が
釣
り
合
う
場
合
に
の
み
、
死
者
は
冥
界
の
主
神
で
あ
る
オ
シ
リ
ス
の
面
前
で
、
来
世
に
復
活
す
る
こ
と
を
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
「
死
者

の
審
判
」
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
新
王
国
時
代
以
降
の
葬
祭
文
学
で
あ
る
『
死
者
の
書
』
第
一
二
五
章
に
最
も
詳
細
に
表
現
さ
れ
、
そ
の
主

題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
『
死
者
の
書
』
は
、
死
者
の
復
活
と
安
寧
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
呪
文
群
の
総
称
で
あ
る
（
図
1
）。
死
者
が
安
全
に
冥

界
を
旅
す
る
た
め
の
魔
除
け
の
呪
文
や
、
変
身
の
呪
文
に
加
え
、
冥
界
の
地
理
の
説
明
や
葬
送
儀
礼
に
関
連
す
る
呪
文
な
ど
様
々
な
種
類
の
呪

文
で
構
成
さ
れ
、
主
に
古
代
エ
ジ
プ
ト
新
王
国
時
代
か
ら
ロ
ー
マ
支
配
時
代
に
か
け
て
の
千
五
百
年
に
わ
た
り
利
用
さ
れ
た
。
現
在
で
は
三
千

点
に
及
ぶ
『
死
者
の
書
』
が
確
認
さ
れ
、
約
二
百
種
類
の
呪
文
が
同
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
呪
文
一
つ
一
つ
が
『
死
者
の
書
』
で
あ
り
、

一
種
類
も
し
く
は
数
種
の
呪
文
を
記
述
し
た
史
料
も
複
数
の
呪
文
を
連
続
し
て
記
述
し
た
史
料
も
並
べ
て
『
死
者
の
書
』
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

ま
た
、
媒
体
に
記
述
す
る
呪
文
の
選
択
・
配
列
は
個
々
の
『
死
者
の
書
』
に
よ
っ
て
異
な
る
。
加
え
て
、
呪
文
全
体
の
大
ま
か
な
内
容
が
同
一

で
あ
っ
て
も
記
述
や
図
像
の
一
部
に
差
異
が
存
在
す
る
た
め
、
完
全
に
同
一
の
『
死
者
の
書
』
は
存
在
し
な
い
。

①②

①
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古
代
エ
ジ
プ
ト
第
二
六
王
朝
時
代
（
紀
元
前
七
~
六
世
紀
）
に
改
訂
と
規
格
化
の
動

き
が
生
じ
る
ま
で
、
個
々
の
『
死
者
の
書
』
の
構
成
は
多
様
で
あ
っ
た
。
呪
文
の
番

号
は
、
十
九
世
紀
に
レ
プ
シ
ウ
ス
（R

. Lepsius

）
が
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
時
代
の
イ

ウ
エ
フ
ア
ン
ク
と
呼
ば
れ
る
人
物
の
パ
ピ
ル
ス
（P. Turin 1791

）
に
記
さ
れ
た
規
格

化
さ
れ
た
『
死
者
の
書
』
の
呪
文
の
記
述
順
に
従
っ
て
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
第
二
六
王
朝
時
代
以
前
の
『
死
者
の
書
』
の
呪
文
は
呪
文
番
号
と

無
関
係
の
配
列
で
記
述
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、『
死
者
の
書
』
自
体
も
現
代
の
呼
称
で

あ
り
、
そ
の
呼
称
に
反
し
て
呪
文
は
多
様
な
媒
体
に
記
述
さ
れ
る
。
パ
ピ
ル
ス
の
よ

う
な
書
物
の
他
に
墓
の
壁
画
や
ミ
イ
ラ
布
、
棺
や
副
葬
品
に
記
述
さ
れ
る
場
合
も

『
死
者
の
書
』
と
呼
ば
れ
る
。
呪
文
の
中
に
は
記
述
内
容
に
関
連
す
る
挿
絵
が
付
随

す
る
も
の
が
あ
り
、
呪
文
の
内
容
理
解
を
助
け
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
死
生
観
や
冥

界
観
を
理
解
す
る
た
め
の
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
『
死
者
の

書
』
第
一
二
五
章
は
、「
死
者
の
審
判
」
の
概
念
を
挿
絵
と
文
章
で
詳
細
に
描
写
し

た
呪
文
で
あ
り
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
史
に
お
い
て
最
も
繁
栄
し
た
新
王
国
時
代
か
ら
終

末
期
の
ロ
ー
マ
支
配
時
代
ま
で
の
数
多
く
の
『
死
者
の
書
』
に
確
認
さ
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
社
会
に
お
い
て
「
死
者
の
審
判
」
が
長
き
に
わ
た
っ
て
継

承
さ
れ
た
来
世
思
想
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
死
者
の
審
判
」
の
概
念
の
形
成
過
程
に
関
し
て
は
、
依
然
と

し
て
不
明
な
点
が
多
い
。『
死
者
の
書
』
の
約
二
百
種
の
呪
文
の
中
に
は
、『
ピ
ラ
ミ

②

③

④

⑤

⑥

図 １ 　本稿で扱う『死者の書』第一二五章Ｂ「無罪の宣言」と媒体（史料）の関係
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ッ
ド
・
テ
キ
ス
ト
』
や
『
コ
フ
ィ
ン
・
テ
キ
ス
ト
』
の
よ
う
な
中
王
国
時
代
（
紀
元
前
二
一
世
紀
~
一
七
世
紀
頃
）
以
前
の
葬
祭
文
学
を
前
身
に

も
つ
呪
文
が
数
多
く
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
一
連
の
「
死
者
の
審
判
」
の
プ
ロ
セ
ス
が
明
示
さ
れ
る
『
死
者
の
書
』
第
一
二
五
章
は
、
そ
の
祖

型
を
も
た
な
い
。「
死
者
の
審
判
」
を
構
成
す
る
諸
要
素
は
早
く
か
ら
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
冥
界
に
お
け
る
審

判
の
広
間
へ
の
到
着
か
ら
オ
シ
リ
ス
に
よ
る
審
判
に
い
た
る
ま
で
の
一
つ
の
体
系
的
な
思
想
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
新
王
国
時
代
第
一
八
王

朝
時
代
の
ハ
ト
シ
ェ
プ
ス
ト
・
ト
ト
メ
ス
三
世
共
同
統
治
時
代
の
『
死
者
の
書
』
第
一
二
五
章
の
登
場
を
待
つ
こ
と
と
な
る
。
こ
の
呪
文
が
記

述
さ
れ
た
最
初
期
の
『
死
者
の
書
』
に
は
、
ハ
ト
シ
ェ
プ
ス
ト
・
ト
ト
メ
ス
三
世
の
共
同
統
治
時
代
に
制
作
さ
れ
た
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

所
蔵
の
セ
ン
エ
ン
ム
ウ
ト
の
石
棺
（M

M
A

 31 .3 .95

＋65 .274

＋1971 .206

）
と
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
所
蔵
の
メ
ス
エ
ン
ネ
チ
ェ
ル
の
パ
ピ
ル
ス
（P. 

Paris Louvre E. 21324

）、
ス
イ
ス
の
個
人
蔵
の
パ
ピ
ル
ス
一
一
の
断
片
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
大
英
博
物
館
所
蔵
の
ヌ
ウ
の
パ
ピ
ル
ス
（P. 

B
M

 EA
 10477

）
や
ウ
セ
ル
ハ
ト
の
パ
ピ
ル
ス
（P. B

M
 EA

 10009

）
の
よ
う
に
、
ハ
ト
シ
ェ
プ
ス
ト
・
ト
ト
メ
ス
三
世
共
同
統
治
時
代
か
ら
ア
メ

ン
ヘ
テ
プ
二
世
の
治
世
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
年
代
づ
け
ら
れ
る
史
料
が
多
く
、
初
出
と
な
る
史
料
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

死
後
に
死
者
が
審
判
を
受
け
る
思
想
は
、
古
王
国
時
代
（
紀
元
前
二
七
~
二
二
世
紀
頃
）
の
史
料
に
み
ら
れ
、
最
初
期
の
例
で
あ
る
『
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
・
テ
キ
ス
ト
』
で
は
、
死
後
の
復
活
を
願
う
故
王
が
神
々
の
審
判
の
場
面
に
登
場
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
故
王
は
、「
死
者
の
審

判
」
の
よ
う
に
オ
シ
リ
ス
を
含
む
判
事
の
神
々
に
裁
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
故
王
が
オ
シ
リ
ス
自
身
と
し
て
王
権
の
正
当
性
を
示
す
こ
と
で
復

活
を
果
た
す
の
で
あ
り
、
新
王
国
時
代
以
降
の
「
死
者
の
審
判
」
と
は
登
場
す
る
神
々
や
復
活
の
過
程
が
異
な
る
。
そ
の
他
の
古
王
国
時
代
や

中
王
国
時
代
の
史
料
に
も
「
来
世
の
審
判
」
と
呼
ば
れ
る
概
念
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
概
念
は
原
告
と
被
告
に
よ
る
係
争
を
伴
い
、『
死
者
の

書
』
で
示
さ
れ
る
死
者
の
復
活
の
た
め
の
審
判
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。『
死
者
の
書
』
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
『
コ
フ
ィ
ン
・
テ
キ
ス

ト
』
に
お
い
て
も
、
冥
界
で
の
訴
訟
を
表
現
し
た
呪
文
第
一
四
九
章
や
、
天
秤
に
よ
る
計
量
を
示
唆
す
る
呪
文
第
四
七
章
の
よ
う
に
冥
界
で
執

り
行
わ
れ
る
「
死
者
の
審
判
」
の
萌
芽
と
な
る
要
素
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
死
者
の
書
』
第
一
二
五
章
の
よ
う
に
特
定
の
呪
文
の

中
で
「
死
者
の
審
判
」
が
体
系
的
に
描
写
さ
れ
た
古
王
国
時
代
・
中
王
国
時
代
の
史
料
は
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
現
存

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
⑬
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す
る
資
料
に
拠
れ
ば
「
死
者
の
審
判
」
は
、
新
王
国
時
代
第
一
八
王
朝
時
代
に
お
い
て
初
め
て
一
連
の
文
章
と
図
像
で
明
確
に
表
現
さ
れ
た
こ

と
が
窺
え
る
。

Q
uirke 2013 , xiv- xv, 276 .

G
ülden 2023 .

Lepsius 1842 . 
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
は
個
々
の
呪
文
に
番
号
で
は
な
く
「
︙
（
死

者
）
の
心
臓
を
逆
ら
わ
せ
な
い
た
め
の
呪
文
」（r n tm

 rdı͗t sḫsf ı͗b

︙
）（
第
三
〇

章
Ａ
）
の
よ
う
な
題
目
を
つ
け
る
こ
と
で
呪
文
の
種
類
を
区
分
し
て
い
た
。

呪
文
番
号
と
呪
文
の
配
列
に
関
し
て
、
例
え
ば
、
完
形
で
現
存
す
る
新
王
国
時

代
第
一
八
王
朝
時
代
の
ヌ
ウ
の
パ
ピ
ル
ス
（P. B

M
 EA

 10477

）
に
描
か
れ
た

『
死
者
の
書
』
の
呪
文
の
配
列
を
番
号
順
に
並
べ
る
と
、17-18-1-22-23-25-	

26-28-27-30 A
-43-24-31-33-34-35-74-45-93-91-41-42-14-68-92-63 A

-	
105-95-72-71-106-40-90-108-47-104-103-51-119-36-37-79-117-118-	
21-122 (1 )-122 (2 )-98-76-85-82-77-86-124-83-84-81-87-88-132-148-	
52-53-61-28-56-57-54-38 B

-55-29-46-109-9-132-94-63 B
-8-64-2-3-

152-75-78-65-67-179-123-141-190-133-136 A
-134-130-131-89-154-115-	

116-112-113-138-187-189-44-50-188-4-96 /97-153 A
-153 B-64-30 B-11-	

6-5-99-7-176-125-126-145-144-137 A
-151-101-156-155-151-100-102-	

136 A-136 B-149-150

と
な
る
（Lapp 1997

）。
新
王
国
時
代
の
『
死
者
の
書
』

の
呪
文
の
配
列
に
つ
い
て
はM

unro 1988

に
お
い
て
詳
細
に
分
析
さ
れ
る
が
、

第
一
二
五
章
Ｂ
の
記
述
内
容
の
比
較
に
焦
点
を
置
く
本
研
究
で
は
議
論
の
対
象
に

含
め
な
い
。

『
死
者
の
書
』
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
語
名
は
「
日
中
に
出
て
い
く
こ
と
」（prt m

 

hrw

）
で
あ
り
、
墓
に
遺
体
を
埋
葬
さ
れ
た
死
者
が
一
種
の
霊
の
姿
を
と
り
現
世

に
現
れ
る
復
活
思
想
を
意
味
す
る
。

『
死
者
の
書
』
の
基
本
的
な
情
報
と
そ
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
は
、Scalf 

2017 ; 

肥
後　2023

を
参
照
。

『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
テ
キ
ス
ト
』、『
コ
フ
ィ
ン
・
テ
キ
ス
ト
』
と
『
死
者
の
書
』

の
呪
文
の
内
容
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
、A

llen 1950 ; Q
uirke 2013 ; D

orm
an 

2017

を
参
照
。

Q
uirke 2013 , 269-276 ; D

orm
an 2014 , 2-3 .

G
riesham

m
er 1970 , 46-66 ; Sm

ith 2017 , 258-261 .
P. Privatsam

m
lung Schw

eiz [11 ].

（http://totenbuch.aw
k.nrw

.de/objekt/

tm
134844

）

Pyr. 316-318 ; H
igo 2019 , 445-446 .

『
死
者
の
書
』
以
前
の
来
世
に
お
け
る
審
判
に
つ
い
て
は
、Seeber 1980

お
よ

び
内
田 2003

を
参
照
。

C
T 2 , 232 c-233 b; C

T 1 , 209 c- e; 

内
田 2003 , 125 , n. 8 ; Sm

ith 2017 , 261 .

３　

「
無
罪
の
宣
言
」
の
背
景
と
本
論
の
方
向
性

　

新
王
国
時
代
の
「
死
者
の
審
判
」
に
つ
い
て
最
も
詳
細
に
表
現
し
た
『
死
者
の
書
』
第
一
二
五
章
は
、
Ａ
「
オ
シ
リ
ス
へ
の
宣
言
」、
Ｂ

①②③④

⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬
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「
無
罪
の
宣
言
」、
Ｃ
「
審
判
の
広
間
に
お
け
る
神
々
と
オ
シ
リ
ス
へ
の
主
張
」、

Ｄ
『
知
識
の
試
練
』
の
四
つ
の
場
面
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
基
本

的
に
連
続
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
一
八
王
朝
時
代
の
多
く
の
『
死
者
の
書
』
の

写
本
に
お
い
て
第
一
二
五
章
Ａ
か
ら
Ｄ
ま
で
が
連
続
し
て
記
述
さ
れ
る
。
第
一

二
五
章
Ｂ
「
無
罪
の
宣
言
」（D

eclaration of Innocence

）
は
、
文
章
と
図
像
を

密
接
に
結
び
つ
け
て
描
写
さ
れ
る
点
に
特
殊
性
が
み
ら
れ
る
。
図
2
に
示
す
通

り
、
こ
の
場
面
は
枠
の
中
で
縦
に
区
切
ら
れ
た
四
二
列
の
テ
キ
ス
ト
と
各
列
に

描
か
れ
た
冥
界
の
判
事
で
あ
る
神
々
の
図
像
で
構
成
さ
れ
る
。
枠
の
両
端
に
描

か
れ
た
扉
は
こ
の
枠
が
一
つ
の
広
間
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
場
面
は
左
の
列
か

ら
順
に
右
へ
と
進
む
。
各
列
に
は
「
お
お
！
イ
ウ
ヌ
ウ
よ
り
来
た
る
『
歩
幅
の

広
い
者
』
よ
！
私
は
邪
悪
を
行
わ
な
か
っ
た
」
の
よ
う
に
、
個
々
の
神
々
へ
の

呼
び
か
け
、
出
自
、
具
体
的
な
悪
行
の
否
定
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
宣
言

を
四
二
度
に
わ
た
っ
て
行
う
こ
と
で
、
死
者
は
冥
界
の
審
判
の
主
で
あ
る
オ
シ

リ
ス
の
も
と
へ
と
進
む
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ら
れ
た
。

　

「
無
罪
の
宣
言
」
に
列
挙
さ
れ
た
悪
行
は
、
他
者
へ
の
傷
害
や
暴
行
、
窃
盗

の
よ
う
な
社
会
的
な
禁
止
行
為
か
ら
宗
教
上
の
タ
ブ
ー
に
至
る
ま
で
、
多
種
多

様
な
内
容
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
倫
理
観
を
示
す

具
体
例
と
し
て
思
想
史
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。「
無
罪
の
宣
言
」
に

類
似
す
る
表
現
は
、
墓
銘
な
ど
に
刻
ま
れ
た
自
叙
伝
に
も
み
ら
れ
る
。
自
叙
伝

①

②

③

④

図 ２ 　ヌウのパピルス（P. BM EA 10477）の『死者の書』第一二五章Ｂ「無罪の宣言」
© The Trustees of the British Museum
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に
は
死
者
が
自
ら
の
偉
業
や
功
績
を
物
語
る
記
述
が
含
ま
れ
て
お
り
、
古
王
国
時
代
や
中
王
国
時
代
の
自
叙
伝
に
は
し
ば
し
ば
生
前
の
善
行
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
無
罪
の
宣
言
」
は
、
新
王
国
時
代
に
先
立
つ
時
代
の
自
叙
伝
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
古
王
国
時
代
お
よ
び
中
王
国
時
代
の
自
叙
伝
に
お
い
て
死
者
の
生
前
の
行
為
は
多
く
の
場
合
、
善
行
を
「
な
し
た
」
と
い
う
肯

定
表
現
で
示
さ
れ
て
お
り
、
悪
行
を
「
な
さ
な
か
っ
た
」
と
い
う
「
無
罪
の
宣
言
」
に
通
ず
る
否
定
表
現
を
も
つ
事
例
は
少
な
い
。
リ
ヒ
ト
ハ

イ
ム
（M

. Lichtheim
）
は
、
こ
の
傾
向
か
ら
自
叙
伝
の
内
容
と
「
無
罪
の
宣
言
」
に
は
明
確
な
関
係
が
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、

古
王
国
お
よ
び
中
王
国
時
代
の
自
叙
伝
に
は
、「
無
罪
の
宣
言
」
に
言
及
さ
れ
る
悪
行
と
対
に
な
る
善
行
が
列
挙
さ
れ
る
よ
う
な
事
例
は
見
ら

れ
ず
、「
無
罪
の
宣
言
」
と
の
関
連
は
見
出
さ
れ
な
い
。

　

「
無
罪
の
宣
言
」
に
共
通
す
る
神
々
に
対
す
る
生
前
の
悪
行
へ
の
言
及
は
『
死
者
の
書
』
以
前
の
葬
祭
文
学
の
呪
文
に
も
確
認
さ
れ
ず
、
現

存
す
る
史
料
を
見
る
限
り
、「
無
罪
の
宣
言
」
の
初
出
は
『
死
者
の
書
』
第
一
二
五
章
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
呪
文
を
含
む
『
死
者
の
書
』

の
呪
文
の
多
く
が
初
め
て
現
れ
た
新
王
国
時
代
第
一
八
王
朝
時
代
（
前
一
六
世
紀
~
一
三
世
紀
）
は
、
単
独
の
王
が
エ
ジ
プ
ト
の
全
土
の
再
統
一

を
果
た
し
、
北
東
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
西
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
最
大
の
版
図
を
築
い
た
古
代
エ
ジ
プ
ト
史
上
最
も
繁
栄
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

最
初
期
の
『
死
者
の
書
』
第
一
二
五
章
が
確
認
さ
れ
る
第
一
八
王
朝
時
代
の
ハ
ト
シ
ェ
プ
ス
ト
・
ト
ト
メ
ス
三
世
の
共
同
統
治
時
代
は
、
エ
ジ

プ
ト
の
政
治
的
な
変
革
期
で
あ
る
と
同
時
に
、
思
想
が
変
化
す
る
画
期
で
あ
り
、
王
家
に
特
有
の
復
活
思
想
と
冥
界
観
を
描
く
『
ア
ム
ド
ゥ
ア

ト
の
書
』
や
「
太
陽
の
連
禱
」
の
よ
う
な
新
た
な
宗
教
思
想
を
示
す
史
料
が
複
数
登
場
す
る
。
ま
た
、
王
墓
や
私
人
墓
に
新
た
な
様
式
が
取
り

入
れ
ら
れ
、
墓
を
装
飾
す
る
壁
画
や
副
葬
品
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
特
に
、
来
世
思
想
に
つ
い
て
ド
ー
マ
ン
（P. D

orm
an

）
は
、
中
王

国
時
代
か
ら
同
時
期
に
か
け
て
の
葬
祭
文
学
の
内
容
の
大
き
な
変
化
の
一
つ
は
、
日
没
後
の
地
下
の
世
界
と
し
て
の
冥
界
の
地
理
や
、
死
者
を

脅
か
す
危
険
な
神
霊
が
存
在
す
る
冥
界
内
の
区
域
の
描
写
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。『
死
者
の
書
』
第

一
二
五
章
や
「
無
罪
の
宣
言
」
も
こ
の
よ
う
な
当
時
の
思
想
的
な
変
化
の
潮
流
の
中
で
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
は
、『
死
者
の
書
』
の
重
要
な
場
面
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
研
究
者
の
関
心
を
集
め
て
き
た
が
、
そ
の
関

⑤

⑥

⑦
⑧

⑨

⑩

⑪
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心
の
大
き
さ
に
反
し
て
、
内
容
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
は
極
め
て
少
な
い
。
ア
レ
ン
（T. G

. A
llen

）
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
研
究
者
が

こ
れ
ま
で
に
「
無
罪
の
宣
言
」
の
翻
訳
を
提
示
す
る
一
方
で
、
個
々
の
冥
界
の
判
事
の
名
称
や
出
自
、
不
明
瞭
な
悪
行
の
意
味
を
個
別
に
考
察

し
た
研
究
は
少
な
い
。
先
駆
的
な
研
究
と
し
て
メ
イ
ス
ト
ル
（C

. M
aystre

）
が
「
無
罪
の
宣
言
」
の
判
事
の
神
々
や
出
自
に
関
連
す
る
網
羅
的

な
理
解
を
目
指
し
た
が
、
対
象
と
し
た
史
料
数
や
関
連
す
る
史
料
と
の
比
較
を
踏
ま
え
た
分
析
は
限
定
的
で
あ
る
。

　

こ
の
研
究
の
停
滞
は
、「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
が
、
図
2
の
よ
う
な
形
式
の
ま
ま
長
期
間
に
わ
た
っ
て
変
化
し
な
か
っ
た
と
す
る
研
究
者

の
一
般
的
な
見
解
に
起
因
す
る
と
言
え
る
。『
死
者
の
書
』
の
写
本
の
比
較
研
究
の
不
足
か
ら
、
近
年
の
『
死
者
の
書
』
の
専
門
家
で
さ
え
、

「
千
五
百
年
以
上
に
わ
た
り
「
無
罪
の
宣
言
」
の
一
連
の
内
容
に
は
、
注
目
す
べ
き
ほ
ど
変
化
が
な
い
」
と
説
明
す
る
状
況
に
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
不
変
と
言
わ
れ
る
「
無
罪
の
宣
言
」
が
確
立
さ
れ
る
形
成
過
程
で
は
、
思
想
の
収
斂
や
意
図
的
な
内
容
の
変
更
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
第
一
八
王
朝
時
代
を
「
無
罪
の
宣
言
」
が
登
場
す
る
最
初
期
に
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
同
時
代
に
お
け
る
「
無
罪
の
宣
言
」
の
内
容
に

は
形
成
期
に
特
有
の
写
本
ご
と
の
差
異
や
変
化
の
過
程
が
あ
る
と
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
研
究
者
の
一
般
的
な
見
解
と

し
て
、「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
が
、
図
2
の
よ
う
な
形
式
の
ま
ま
長
期
間
に
わ
た
っ
て
変
化
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
詳
細

な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
別
稿
に
お
い
て
「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
に
登
場
す
る
冥
界
の
判
事
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
情
報
を

整
理
し
た
。
そ
の
内
容
を
基
盤
と
し
、
本
稿
で
は
「
死
者
の
審
判
」
と
い
う
概
念
の
形
成
過
程
と
新
王
国
時
代
以
降
の
変
遷
の
解
明
を
最
終
的

な
目
標
に
見
据
え
、
最
初
期
の
「
無
罪
の
宣
言
」
に
は
多
様
性
が
存
在
し
た
と
い
う
仮
説
の
も
と
に
写
本
の
記
述
分
析
を
行
う
。
第
一
八
王
朝

時
代
に
制
作
さ
れ
た
複
数
の
写
本
上
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
記
述
内
容
の
分
析
と
そ
の
比
較
に
よ
り
、
死
者
を
裁
く
冥
界
の
判
事
の
名
称
と
そ

の
出
自
の
相
関
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
長
大
な
歴
史
を
有
す
る
「
無
罪
の
宣
言
」
の
最
初
期
の
思
想
の
核
心
を
明
ら
か
に
す
る
。
尚
、

個
別
の
宣
言
で
な
さ
れ
る
悪
行
の
内
容
も
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
倫
理
観
の
変
遷
を
探
究
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
が
、
本
稿
の
主
た
る
目
的
か
ら

離
れ
る
た
め
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

⑫

⑬

⑭

⑮
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M
unro 1988 ; Q

uirke 2013 . 

ヨ
ヨ
ッ
ト
（J. Yoyotte

）
は
第
一
二
五
章
をIn-

troduction

、C
onfession

、D
iscours Term

inal

、R
ubrique

と
す
る
区
分
を
示
し
、

ラ
ッ
プ
（G

. Lapp

）
も
同
様
にEinleitung

、K
onfession

、Schlussrede

、

N
achschrift

の
四
つ
に
区
分
し
て
い
る
（Yoyotte 1961 , 51-57 ; Lapp 2008

）。

こ
の
区
分
は
ム
ン
ロ
（I. M

unro

）
や
ク
ア
ー
ク
（S. Q

uirke

）
に
よ
る125 C

と

125 D

を
統
合
し
、125 D

末
尾
の
朱
書
き
部
分
の
み
別
個
と
し
て
扱
う
も
の
で
あ

る
が
、125 C

と125 D
が
『
死
者
の
書
』
に
別
個
に
記
述
さ
れ
る
事
例
も
確
認
さ

れ
る
。

M
unro 1988 , 221-222 .

こ
の
扉
の
図
像
は
、
象
形
文
字
の
扉
を
意
味
す
る
文
字
（

）
と
同
一
の
形
で

描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ネ
ブ
エ
ム
テ
レ
ト
の
パ
ピ
ル
ス
の
断
片
（
第
一
八
王

朝
：P. C

airo J.E. 95575  a- d, P. C
airo J.E. 95693

）
や
ナ
ク
ト
の
パ
ピ
ル
ス

（
第
一
九
王
朝
：B

M
 EA

 10471

）
の
よ
う
に
扉
の
中
央
に
閂
が
描
か
れ
る
事
例

も
確
認
さ
れ
る
。

倫
理
観
を
示
す
史
料
と
し
て
の
「
無
罪
の
宣
言
」
に
言
及
し
た
代
表
的
な
研
究

と
し
てBreasted 1934 ; M

orenz 1973 ; H
ornung 1987 ; Lichtheim

 1992 ; K
aren-

ga 2004

が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
二
五
章
の
題
名
に
含
ま
れ
る
「
死
者
（
Ｎ
）
が

犯
し
た
罪
か
ら
彼
を
切
り
離
す
こ
と
」
や
、
第
三
〇
章
Ａ
や
第
三
〇
章
Ｂ
に
お
い

て
死
者
か
ら
自
身
の
心
臓
に
向
け
ら
れ
た
「
証
人
と
し
て
私
に
向
か
っ
て
立
つ
な

（
反
抗
す
る
な
）
！
」
と
い
う
文
言
が
示
す
よ
う
に
、『
死
者
の
書
』
の
呪
文
で

は
、
死
者
の
生
前
の
罪
が
判
決
に
影
響
し
な
い
た
め
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
無
罪
の
宣
言
」
は
、
行
為
の
事
実
の
否
定
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
倫

理
上
の
理
想
で
あ
っ
た
と
い
え
る
（M

orenz 1973 , 130-135

）。

Lichtheim
 1992 , 102-105 .

Lichtheim
 1988 , 1992 . 

そ
の
一
方
で
、
リ
ヒ
ト
ハ
イ
ム
は
新
王
国
時
代
第
一

八
王
朝
時
代
に
な
る
と
自
叙
伝
の
内
容
に
も
「
~
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
「
無
罪

の
宣
言
」
と
共
通
す
る
表
現
が
積
極
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
（Lichtheim

 1992 , 109-127

）。
こ
れ
は
『
死
者
の
書
』
の
第
一
二

五
章
の
登
場
時
期
と
重
な
る
。

Lichtheim
 1992 , 103-106 .

G
riesham

m
er 1970 , 63 . 

。
グ
リ
ー
ス
ハ
マ
ー
（R

. G
riesham

m
er

）
は
『
コ

フ
ィ
ン
・
テ
キ
ス
ト
』
に
は
、
い
か
な
る
「
無
罪
の
宣
言
」
の
要
素
も
存
在
し
て

い
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

河
合 2021 , 147-152 . 

本
稿
で
取
り
扱
う
『
死
者
の
書
』
の
制
作
時
期
に
相
当

す
る
各
王
に
つ
い
て
は
、
河
合 2021 , 158-176

を
参
照
。

D
ziobek, 2014 ; D

orm
an 2014 .

。

D
orm

an 2014 , 2-3 .
A

llen 1960 , 197-199 ; Y
oyotte 1961 ,53-54 ; B

arguet 1967 , 160-162 ; 
Faulkner, 1985  28-32 , H

ornung 1990 , 236-239 ; Q
uirke 2013 , 271-273 .

M
aystre1937 . 

エ
ル
・
ケ
マ
リ
ー
は
こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、「
無
罪
の
宣

言
」
の
新
た
な
研
究
の
必
要
性
を
提
示
し
て
い
る
が
、
彼
女
の
研
究
も
判
事
の
一

面
的
な
分
析
に
留
ま
っ
て
い
る (El-K

em
aly 2021 )

。

Stadler 2008 , 2 .

肥
後　2023 .

４　

古
代
エ
ジ
プ
ト
第
一
八
王
朝
時
代
の
「
無
罪
の
宣
言
」

　

本
章
で
は
、
第
一
八
王
朝
時
代
の
『
死
者
の
書
』
の
う
ち
保
存
状
態
が
良
好
で
「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
が
確
認
で
き
る
一
七
点
の
史
料
を

①②③④

⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮
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分
析
対
象
と
す
る
。
同
時
代
に
お
け
る
『
死
者
の
書
』
は
高
価
な
副
葬
品
と
し
て
制
作
さ
れ
、
そ
の
所
有
者
は
当
時
の
社
会
に
お
い
て
高
い
地

位
に
あ
っ
た
人
物
に
限
定
さ
れ
る
。
本
稿
で
扱
う
「
無
罪
の
宣
言
」
を
含
む
一
七
点
の
『
死
者
の
書
』
の
所
有
者
は
、
行
政
や
神
殿
祭
祀
、
墓

の
造
営
に
関
す
る
称
号
の
保
有
者
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
ア
メ
ン
ヘ
テ
プ
（
表
2
：
史
料
番
号
1
）、
メ
ス
エ
ン
ネ
チ
ェ
ル
（
2
）、
ネ
フ
ェ
ル
へ

テ
プ
（
3
）、
ウ
セ
ル
ハ
ト
（
5
）、
セ
ン
ウ
セ
レ
ト
（
6
）、
所
有
者
不
明
1
（
7
）、
ヌ
ウ
（
8
）、
ト
ゥ
イ
（
9
）、
ネ
ブ
ア
メ
ン
（
10
）、
所
有

者
不
明
2
（
11
）、
チ
ェ
ネ
ナ
（
12
）、
マ
イ
ヘ
ル
ペ
リ
（
13
）、
セ
ン
ヘ
テ
プ
（
14
）、
ネ
ブ
セ
ニ
（
15
）、
ネ
フ
ェ
ル
ウ
ェ
ベ
ン
エ
フ
（
16
）、
ユ

ヤ
（
17
）
の
各
パ
ピ
ル
ス
お
よ
び
ア
メ
ン
エ
ム
ハ
ト
の
私
人
墓
壁
画
（TT 82 :

（
4
））
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ラ
出
土
の
ネ
ブ
セ
ニ
（
15
）
と
出
土
地

不
明
の
ネ
フ
ェ
ル
ヘ
テ
プ
（
3
）、
セ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
（
14
）
を
除
く
全
て
が
テ
ー
ベ
出
土
の
パ
ピ
ル
ス
に
記
述
さ
れ
、TT82

（
4
）
も

同
様
に
テ
ー
ベ
に
造
ら
れ
た
墓
で
あ
る
。
第
一
八
王
朝
時
代
の
葬
祭
思
想
の
中
心
地
は
テ
ー
ベ
に
あ
り
、
そ
の
他
の
第
一
二
五
章
を
も
た
な
い

『
死
者
の
書
』
の
大
部
分
も
テ
ー
ベ
に
由
来
す
る
。
こ
れ
ら
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
多
く
は
図
2
の
よ
う
に
縦
に
並
ぶ
四
二
列
か
ら
な
る
宣
言

の
記
述
と
宣
言
対
象
で
あ
る
冥
界
の
判
事
の
図
像
で
構
成
さ
れ
る
が
、
メ
ス
エ
ン
ネ
チ
ェ
ル
の
パ
ピ
ル
ス
（
2
）
の
よ
う
に
図
像
を
も
た
な
い

例
も
確
認
さ
れ
る
。
表
2
は
各
写
本
を
ト
ト
メ
ス
三
世
・
ハ
ト
シ
ェ
プ
ス
ト
女
王
共
同
統
治
時
代
（
紀
元
前
一
五
世
紀
前
半
）
か
ら
ア
メ
ン
ヘ
テ

プ
三
世
治
世
（
紀
元
前
一
四
世
紀
前
半
）
ま
で
各
王
の
統
治
期
順
に
配
置
し
て
い
る
が
、『
死
者
の
書
』
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
王
の
統
治
期
ま

で
を
正
確
に
同
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
編
年
の
不
確
定
性
に
鑑
み
、
本
稿
で
は
第
一
八
王
朝
時
代
の
写
本
を
俯
瞰
的
に
捉

え
、
全
体
の
差
異
へ
注
目
す
る
こ
と
に
焦
点
を
置
く
。

　

各
写
本
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
内
容
を
、「
判
事
の
名
称
」（N

am
e: N

）
と
「
出
自
」（Place: P

）、
否
定
さ
れ
る
「
悪
行
」（m

isD
eed: D

）
の

構
成
要
素
に
区
分
し
、
そ
の
記
述
内
容
を
抽
出
し
た
。
そ
の
う
え
で
ア
メ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
（
1
）
を
同
時
代
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
基

準
の
史
料
に
定
め
、
表
1
に
そ
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
内
容
を
示
し
た
。
所
有
者
で
あ
る
ア
メ
ン
ヘ
テ
プ
は
ト
ト
メ
ス
三
世
治
世
末
期
に
埋
葬

さ
れ
た
人
物
で
あ
り
、「
ア
メ
ン
神
の
建
築
家
の
監
督
官
」（ı͗ ͗m

y- r ḳdw
 n ͗Im

n

）
と
「
ム
ウ
ト
女
神
の
家
（
神
殿
）
の
建
設
の
監
督
官
」（ı͗ ͗m

y- r 

kꜣw
t m

 pr M
w

t

）
の
称
号
を
も
つ
高
官
で
あ
り
、
パ
ピ
ル
ス
に
は
丁
寧
な
文
字
と
彩
色
さ
れ
た
図
像
か
ら
な
る
複
数
の
呪
文
が
連
続
し
て
記
述

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲
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さ
れ
る
。
パ
ピ
ル
ス
全
体
の
保
存
状
態
は
良
好
で
は
な
く
、
そ
の
断
片
が
複
数
の
国
の
博
物
館
に
分
散
し
て
所
蔵
さ
れ
る
が
、「
無
罪
の
宣

言
」
を
含
む
一
二
五
章
は
完
形
で
大
英
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
現
在
確
認
さ
れ
る
「
無
罪
の
宣
言
」
の
最
初
期
の
事
例
は
、
ネ
フ
ェ
ル
へ
テ

プ
（
3
）、TT82

（
4
）
メ
ス
エ
ン
ネ
チ
ェ
ル
の
パ
ピ
ル
ス
（
2
）
に
確
認
さ
れ
る
が
、
は
じ
め
の
二
点
は
完
形
で
現
存
し
て
お
ら
ず
、
メ
ス
エ

ン
ネ
チ
ェ
ル
の
パ
ピ
ル
ス
で
は
、
他
の
写
本
と
記
述
方
法
が
異
な
り
「
無
罪
の
宣
言
」
が
文
章
の
み
で
記
述
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、

本
稿
で
論
じ
る
「
無
罪
の
宣
言
」
の
内
容
の
比
較
結
果
を
明
確
に
示
す
た
め
、
こ
れ
ら
三
点
の
「
無
罪
の
宣
言
」
よ
り
わ
ず
か
に
遅
れ
て
制
作

さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
の
、
完
形
で
現
存
し
制
作
年
代
と
出
土
地
が
明
ら
か
で
あ
る
ア
メ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
（
1
）
を
基
準
に
定
め
た
。

ア
メ
ン
ヘ
テ
プ
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
別
稿
に
て
提
示
し
た
全
訳
と
個
別
の
宣
言
内
容
の
解
釈
を
本
稿
の

分
析
の
基
礎
と
し
た
。
表
2
上
の
①
か
ら
㊷
の
番
号
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ア
メ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
の
一
番
目
か
ら
四
二
番
目
に
登
場
す
る
判
事

の
「
名
称-

出
自-

悪
行
」
を
指
す
。
同
史
料
上
に
記
述
さ
れ
た
判
事
の
名
称
、
出
自
、
悪
行
を
個
別
に
示
す
場
合
Ｎ
①
、
Ｐ
①
、
Ｄ
①
の
よ

う
に
表
記
す
る
。
表
中
の
薄
灰
色
の
部
分
は
基
準
と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
差
異
が
あ
る
箇
所
に
は
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
Ｎ
、
Ｐ
、

Ｄ
の
番
号
を
付
す
。
例
え
ば
、
史
料
番
号
3
「
ネ
フ
ェ
ル
へ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
」
の
九
列
目
に
は
、
基
準
の
一
一
列
目
の
Ｎ-

Ｐ-

Ｄ
の
一
式
が
、

一
一
列
目
に
は
基
準
の
一
四
列
目
の
Ｎ-

Ｐ
、
Ｄ
に
基
準
の
一
三
列
目
の
内
容
が
記
述
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。
史
料
の
保
存
状
態
に
よ
っ
て
文

字
の
判
読
が
困
難
で
あ
る
箇
所
を
「
？
」
と
し
、
欠
損
す
る
箇
所
は
灰
色
で
示
す
。
ま
た
、
文
字
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
空
白
と
し
、

基
準
の
Ｎ-

Ｐ-

Ｄ
の
い
ず
れ
に
も
合
致
し
な
い
箇
所
を

で
示
す
。

　

尚
、
本
稿
に
お
け
る
写
本
の
比
較
の
目
的
は
第
一
八
王
朝
時
代
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
全
体
の
差
異
の
明
確
化
で
あ
る
た
め
、
各
写
本

上
の
微
細
な
差
異
ま
で
は
取
り
扱
わ
ず
、
基
準
と
の
意
味
上
の
本
質
的
な
差
異
が
な
い
場
合
に
は
同
様
の
内
容
と
し
て
分
類
す
る
。
例
え
ば
、

基
準
上
の
Ｄ
④
「
私
は
盗
ま
な
か
っ
た
」（n ṯꜣw.ı͗

）
と
所
有
者
不
明
の
パ
ピ
ル
ス
2
（
11
）
の
「
私
は
盗
み
を
行
わ
な
か
っ
た
」（n ı͗r.ı͗ ṯꜣw

t

）
は

同
様
の
内
容
と
し
て
取
り
扱
う
。
こ
の
よ
う
な
個
々
の
写
本
上
の
記
述
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
個
々
の
判
事
の
性
格
や
対

応
す
る
悪
行
の
さ
ら
な
る
理
解
の
た
め
に
重
要
で
あ
り
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

⑳

㉑

㉒

㉓
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表 1 　アメンヘテプのパピルス（BM EA 10489）の「無罪の宣言」
番号 転写 翻訳
① ı͗ Wsḫ-nmtwt pr m Iwnw n ı͗r.ı͗ ı͗sft おお！イウヌウより来たる「歩幅の広い者」よ！私は邪悪を行わなかった。
② ı͗ Ḥpt sḏt pr m ẖr-ꜥḥꜣ n ꜥwꜣ.ı͗ おお！ケルアハより来たる「炎を抱く者」よ！私は略奪しなかった。
③ ı͗ Fndy pr m ḫmnw n ꜥwn-ı͗b.ı͗ おお！ケメヌウより来たる「くちばしの者」よ！私は貪欲ではなかった。
④ ı͗ ꜥm šwt pr m ḳrty n ṯꜣw.ı͗ おお！洞穴より来たる「影を飲み込む者」よ！私は盗まなかった。
⑤ ı͗ Nḥꜣ-ḥr pr m r-stꜣw n smꜣ.ı͗ rmṯ おお！ロセタウより来たる「顔の荒々しい者」よ！私は人々を殺さなかった。
⑥ ı͗ Rwty pr m pt n ḥḏ.ı͗ dbḥ おお！天より来たる「二頭のライオン」よ！私は計量の基準に反しなかった。

⑦ ı͗ Irty.fy m ds pr m Ḫm n ı͗r.ı͗ ḫbt おお！ケムより来たる「両目が火打ち石である者」よ！
私は不正をしなかった。

⑧ ı͗ Nbı͗ pr m ḫtḫt n ṯꜣw.ı͗ ḫt nṯr おお！ケトケトより来たる「燃える者」よ！私は神の供物を盗まなかった。

⑨ ı͗ Sḏ ḳsw pr m nn-nsw n ḏd.ı͗ grg おお！ネンネスウより来たる「骨を破壊する者」よ！
私は偽りを言わなかった。

⑩ ı͗ Wꜣḏ nsr pr m ḥwt [kꜣ] Ptḥ n nḥm.ı͗ ḳḳ おお！フウト［カー］プタハより来たる「炎を委ねし者」よ！
私は食料を持ち去らなかった。

⑪ ı͗ Ḳrty pr m ı͗mnt n knı͗.ı͗ おお！西方より来たる「洞穴の者」よ！私は不機嫌にならなかった。
⑫ ı͗ Ḥḏ ı͗bḥw pr m [tꜣ] š n th.ı͗ おお！［タ］シュより来たる「歯の白い者」よ！私は違反をしなかった。
⑬ ı͗ Ḳk snf pr m nmt n sft.ı͗ kꜣ nṯry おお！畜殺台より来たる「血を喰らう者」よ！私は神聖な牛を殺さなかった。

⑭ ı͗ Ḳḳ bskw pr m mꜥbꜣyt n ı͗r.ı͗ ḥnwyt おお！30の館より来たる「内臓を喰らう者」よ！
私は穀物の不当な利益を作らなかった。

⑮ ı͗ Nb mꜣꜥt pr m mꜣꜥty n ꜥwn.ı͗ ḥnbt おお！マアティより来たる「マアトの主」よ！
私は配給の食料を奪わなかった。

⑯ ı͗ Tnmy pr m bꜣst{t} n smtmt.ı͗ おお！バストより来たる「さまよう者」よ！私は聞き耳を立てなかった。

⑰ ı͗ ꜥꜣdy pr m ı͗wnw n šm.ı͗ r.ı͗ おお！イウヌウより来たる「青ざめた（？）者」よ！
私は秘密を漏らさなかった。

⑱ ı͗ Ḏw ḏw.f pr m ꜥnḏty n sḫwn.ı͗ n ı͗s ḥr ḫt(.ı͗) おお！アンジェティより来たる「自らの悪事に関して悪なる者」よ！
私は（自分の）事柄以外に口出しをしなかった。

⑲ ı͗ Wꜣmmty pr m ḫbt n nk.ı͗ ḥmt ṯꜣy おお！刑場より来たる「ウアメメティの蛇」よ！
私は男の妻と姦通しなかった。

⑳ ı͗ Mꜣ ı͗nt.f pr m pr Mnw n dꜣdꜣ.ı͗ おお！ミンの神殿より来たる「自らがもたらした物を見る者」よ！
私は卑猥ではなかった。

㉑ ı͗ Ḥry-ı͗ꜣw pr m ı͗mt (ı͗mꜣw?) n ı͗r.ı͗ ḥrw おお！イマウ（？）より来たる「神々の上にいる者」よ！
私は恐怖を呼び起こさなかった。

㉒ ı͗ Ḫmy pr m st wrt n ṯh.ı͗ おお！大いなる座より来たる「転覆させる者」よ！私は違反をしなかった。
㉓ ı͗ Sḏ ḫrw  pr m wryt n tꜣ.ı͗ おお！ウェリトより来たる「邪魔をする者」よ！私は荒々しくなかった。

㉔ ı͗ Nḫn pr m ḥkꜣ-ꜥnḏw n sẖ.ı͗ ḥr.ı͗ ḥr mdt nt mꜥꜣt おお！ヘカアネジュウより来たる「子ども」よ！
私はマアトの言葉に対して無頓着ではなかった。

㉕ ı͗ Sr ḫrw pr m wnsy n ẖnn.{n}.ı͗ おお！ウェネシイより来たる「声を予言する者」よ！
私は無遠慮ではなかった。

㉖ ı͗ Bꜣsty pr m štꜣyt n srmy.ı͗ おお！シェティトより来たる「バストの者」よ！私は涙を流させなかった。

㉗ ı͗ Ḥr.f ḥꜣ tp.f pr m tpḥt ḏꜣt{t} n nwḥ.ı͗ n nk.ı͗ nkk おお！テペヘトジャトより来たる「顔が後ろにある者」よ！
私は性的な悪事を行わず、同性愛者と関係をもたなかった。

㉘ ı͗ Tꜣ [rd] pr m ı͗ḫḫw n ꜥm(.ı͗) ı͗b.ı͗ おお！朝焼けより来たる「足の熱い者」よ！私は私の心を飲み込まなかった。
㉙ ı͗ Knmty pr m knmt n šnt.ı͗ おお！暗闇より来たる「暗闇の者」よ！私は中傷をしなかった。
㉚ ı͗ In ḥtp.f  pr m sꜣw n pr-ꜥ.ı͗ おお！サウより来たる「自らの供物を運ぶ者」よ！私は暴力的ではなかった。
㉛ ı͗ Nb ḥrw pr m nḏft n ꜣs ı͗b.ı͗ おお！ネジェフトより来たる「顔々の主」よ！私の心は慌てなかった。

㉜ ı͗ Srḫy pr m wṯnt n ṯh.ı͗ ı͗wn.ı͗ n ı͗ꜥ.ı͗ nṯr おお！ウチェネトより来たる「助言をする者」よ！
私は神を洗わないまま私の色（本質）を蔑ろにすることはなかった。

㉝ ı͗ Nb ꜥbwy pr m sꜣwt n ꜥšꜣ ḫrw.ı͗ ḥr mdt おお！サウトより来たる「二本の角の主」よ！
私は発言において騒がしくなかった。

㉞ ı͗ Nfr-tm pr m ḥwt kꜣ Ptḥ nn ı͗wyṯ.ı͗ n mꜣꜣ.ı͗ bı͗n おお！フウトカープタハより来たる「ネフェルテム」よ！
私の悪事はなく、邪悪を見なかった。

㉟ ı͗ Tm sp pr m ḏdw n šnt.ı͗ r nswt おお！ジェドゥより来たる「残りのない者」よ！
私は王への中傷を行わなかった。

㊱ ı͗ Ir m ı͗b.f pr m ṯbw n rhn.ı͗ ḥr mw ꜣs おお！チェブウより来たる「自らの心のままに振る舞う者」よ！
私は流れる水の上を歩いて進まなかった。

㊲ ı͗ Iḥy pr m Nwn n ḳꜣ ḫrw.ı͗ おお！ヌウより来たる「イヒ」よ！私は騒々しくなかった。
㊳ ı͗ Wḏ rḫyt pr m ı͗wnn n šnt.ı͗ nṯr おお！聖域より来たる「人々に命じる者」よ！私は神を侮辱しなかった。

㊴ ı͗ Nḥb nfrt pr m gmš n ı͗r.ı͗ šfwt おお！ゲメシュ（？）より来たる「完全さを備えし者」よ！
私は罪のある行為をしなかった。

㊵ ı͗ Nḥb kꜣw pr m nı͗wt n ı͗r.ı͗ stnty r.ı͗ おお！町より来たる「ネヘブカウ」よ！
私は自らに対して区別を行わなかった。

㊶ ı͗ Ḏsr tp pr m nı͗wt n wr ẖrt.ı͗ n ı͗s ḥr ḫt(.ı͗) おお！町より来たる「頭の聖なる者」よ！
私の財産が多いことはなく、（私の）ものは何もなかった。

㊷ ı͗ In ꜥ.f pr m nı͗wt n sꜣt.ı͗ nṯr nı͗wty おお！町より来たる「自らの腕を運ぶ者」よ！私は町の神を冒瀆しなかった。
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表 2 　第18王朝時代の「無罪の宣言」の配列と判事の名称 - 出自 - 悪行
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Ⅰ　

全
体
の
変
化
の
傾
向

　

全
体
の
傾
向
に
目
を
向
け
る
と
、「
無
罪
の
宣
言
」
の
内
容
に
変
化
が
な
い
と
す
る
従
来
の
見
解
に
反
し
て
第
一
八
王
朝
時
代
の
写
本
の
中

で
も
相
違
点
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
基
準
と
し
た
ア
メ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
（
1
）
と
全
体
を
通
し
て
内
容
が
一
致
す
る
写
本
は

マ
イ
ヘ
ル
ペ
リ
の
パ
ピ
ル
ス
（
13
）
の
み
で
あ
り
、
ネ
ブ
セ
ニ
の
パ
ピ
ル
ス
（
15
）
が
Ｐ
㊶
、
Ｐ
㊷
を
除
き
一
致
す
る
ほ
か
、
基
準
と
の
差
異

が
比
較
的
少
な
い
の
は
第
一
八
王
朝
時
代
の
最
初
期
の
事
例
で
あ
るTT82

の
壁
画
（
4
）
と
メ
ス
エ
ン
ネ
チ
ェ
ル
の
パ
ピ
ル
ス
（
2
）
の
み
で

あ
る
。
配
列
の
変
化
は
、
宣
言
の
場
面
の
冒
頭
部
分
（
一
~
六
列
目
）
で
生
じ
る
こ
と
は
少
な
く
、
一
六
列
目
か
ら
最
終
列
に
か
け
て
顕
著
に

見
ら
れ
る
。
判
事
の
Ｎ-

Ｐ-

Ｄ
の
配
列
の
変
化
が
最
も
少
な
い
の
は
、
一
列
目
に
記
述
さ
れ
る
①
「
歩
幅
の
広
い
者
」（W

sḫ nm
tw

t

）
の
一
組

で
あ
る
が
、
セ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
（
14
）
の
み
一
列
目
か
ら
悪
行
の
記
述
が
異
な
る
。

　

ハ
ト
シ
ェ
プ
ス
ト
・
ト
ト
メ
ス
三
世
の
共
同
統
治
時
代
の
前
後
に
制
作
さ
れ
た
写
本
の
な
か
で
変
化
が
大
き
い
も
の
は
、
所
有
者
不
明
の
パ

ピ
ル
ス
1
（
7
）、
ネ
フ
ェ
ル
へ
テ
プ
（
3
）、
ヌ
ウ
（
8
）
の
三
点
の
パ
ピ
ル
ス
で
あ
り
、
変
化
の
内
容
に
一
定
の
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

所
有
者
不
明
の
パ
ピ
ル
ス
1
（
7
）
の
一
七
列
目
か
ら
三
六
列
目
で
は
、
一
七
列
目
の
Ｎ
⑱-

Ｐ
⑱-

Ｄ
⑲
の
組
み
合
わ
せ
の
よ
う
に
、
判
事
の

名
称
（
Ｎ
）
と
出
自
（
Ｐ
）
は
基
準
と
同
一
の
組
み
合
わ
せ
を
保
ち
な
が
ら
、
悪
行
（
Ｄ
）
と
の
組
み
合
わ
せ
と
配
列
が
変
化
し
て
い
る
。
こ
の

変
化
は
ヌ
ウ
の
パ
ピ
ル
ス
（
8
）
に
も
顕
著
に
確
認
さ
れ
、
基
準
の
Ｎ-

Ｐ
と
異
な
る
Ｄ
の
組
み
合
わ
せ
が
多
数
存
在
す
る
（
一
二
、
一
三
、
一

七-

二
三
、
二
五-

二
七
、
三
〇
列
目
）。
ま
た
、
三
〇
列
目
か
ら
三
七
列
目
に
か
け
て
の
Ｎ-

Ｐ
の
配
列
・
組
み
合
わ
せ
は
基
準
と
同
一
で
あ
り
、

Ｄ
の
み
異
な
る
内
容
が
記
述
さ
れ
る
。

　

Ｎ-

Ｐ-

Ｄ
の
組
み
合
わ
せ
を
維
持
し
た
配
列
の
変
化
も
頻
繁
に
生
じ
て
お
り
、
ネ
フ
ェ
ル
ウ
ェ
ベ
ン
エ
フ
（
16
）
と
ユ
ヤ
の
パ
ピ
ル
ス

（
17
）
に
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
変
化
に
お
い
て
も
、
判
事
の
配
列
に
変
化
が
生
じ
る
際
に
は
Ｎ-

Ｐ
の
関
係
が
維
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
冥
界
の
判
事
の
多
く
が
当
然
な
が
ら
個
々
の
出
自
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
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そ
の
一
方
で
、
否
定
さ
れ
る
悪
行
の
内
容
に
注
目
す
る
と
、
判
事
の
名
称
と
悪
行
の
つ
な
が
り
が
必
ず
し
も
厳
密
に
固
定
さ
れ
て
い
な
い
点

は
注
目
に
値
す
る
。
悪
行
の
内
容
と
判
事
の
特
徴
に
は
、
Ｎ
⑬
「
血
を
喰
ら
う
者
」（Ḳ

k snf

）
と
Ｄ
⑬
「
私
は
神
聖
な
牛
を
殺
さ
な
か
っ
た
」

（n sft.ı͗ kꜣ nṯry

）
の
よ
う
に
明
確
な
関
連
を
も
つ
事
例
が
み
ら
れ
、
こ
れ
は
Ｐ
⑬
「
畜
殺
台
」（nm

t

）
に
出
自
を
も
ち
、
神
聖
な
動
物
の
屠
殺

に
携
わ
る
神
霊
で
あ
る
「
血
を
喰
ら
う
者
」
の
役
割
に
合
致
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
悪
行
の
内
容
の
曖
昧
さ
か
ら
判
事
と
の
関
連
が
不
明
瞭
な

事
例
も
み
ら
れ
る
。
Ｄ
⑫
と
Ｄ
㉒
の
「
私
は
違
反
を
し
な
か
っ
た
」（n th.ı͗/ n ṯh.ı͗

）
は
同
じ
行
為
で
あ
り
、
Ｎ
⑫
の
「
歯
の
白
い
者
」（Ḥ

ḏ 

ı͗bḥw

）
や
Ｎ
㉒
「
転
覆
さ
せ
る
者
」（Ḫ

m
y

）
と
の
明
確
な
相
関
関
係
は
見
出
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
曖
昧
に
表
現
さ
れ
た
悪
行
の
内
容
は
、

Ｎ-

Ｐ
と
の
密
接
な
組
み
合
わ
せ
と
比
べ
て
変
化
が
生
じ
や
す
い
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。

Ⅱ　

判
事
の
名
称
と
出
自
の
関
係

　

「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
に
通
常
四
二
柱
の
判
事
が
登
場
す
る
と
い
う
伝
統
は
、
第
一
八
王
朝
の
『
死
者
の
書
』
に
も
当
て
は
ま
り
、
末
尾

が
欠
落
し
たTT82

を
除
き
、
一
六
例
の
パ
ピ
ル
ス
の
う
ち
一
四
例
に
四
二
柱
の
判
事
が
表
さ
れ
る
。
ま
た
、
文
章
の
み
で
記
述
さ
れ
た
メ
ス

エ
ン
ネ
チ
ェ
ル
の
パ
ピ
ル
ス
（
2
）、
ト
ゥ
イ
の
パ
ピ
ル
ス
（
9
）
や
チ
ェ
ネ
ナ
の
パ
ピ
ル
ス
（
12
）
の
よ
う
な
、
通
常
の
一
列
ご
と
の
描
写
と

は
異
な
る
記
述
が
な
さ
れ
る
パ
ピ
ル
ス
に
お
い
て
も
、
四
二
柱
の
判
事
が
欠
け
る
こ
と
な
く
表
現
さ
れ
る
。
第
一
二
五
章
Ａ
の
冒
頭
に
記
さ
れ

る
「
私
は
四
二
柱
の
神
々
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
」（rḫ.kw

ı͗ rn n pꜣ nṯr 42

）
と
い
う
死
者
の
発
言
は
、
同
場
面
に
お
け
る
冥
界
の
判
事
の
一
団

が
四
二
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
第
一
八
王
朝
の
パ
ピ
ル
ス
で
は
、
例
外
と
し
て
セ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
（
14
：
三

二
柱
）
と
ユ
ヤ
の
パ
ピ
ル
ス
（
17
：
四
一
柱
）
が
確
認
さ
れ
た
。
セ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
（
14
）
に
お
い
て
判
事
が
通
常
よ
り
少
な
い
数
で
示

さ
れ
る
の
は
、
四
二
柱
を
全
て
記
述
す
る
十
分
な
余
白
が
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
パ
ピ
ル
ス
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
場

面
に
は
、
テ
キ
ス
ト
が
枠
外
に
は
み
出
し
た
箇
所
、
書
写
に
際
し
て
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
誤
記
が
確
認
さ
れ
る
た
め
、
作
成
に
際
し
て
綿
密

な
準
備
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
ユ
ヤ
の
パ
ピ
ル
ス
（
17
）
で
は
四
二
列
の
記
入
枠
が
確
保
さ
れ
な
が
ら
も
四
二
列
目
が

㉔

㉕

㉖

㉗

㉘

㉙
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空
白
と
さ
れ
て
い
る
。
記
入
枠
を
準
備
し
た
絵
師
が
最
初
に
四
二
列
の
記
入
枠
を
設
け
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
キ
ス
ト
を
記
し
た
書
記

は
何
ら
か
の
理
由
で
四
二
列
目
を
記
入
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

「
無
罪
の
宣
言
」
に
登
場
す
る
判
事
の
四
二
と
い
う
数
は
、
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
の
行
政
区
（
州
）
の
数
を
示
す
と
い
う
見
解
が
一
般
的
で
あ

っ
た
が
、
冥
界
の
判
事
の
数
と
州
の
関
係
を
明
確
に
結
び
つ
け
る
根
拠
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。「
無
罪
の
宣
言
」
の
包
括
的
な
研
究
を
最
初

に
行
っ
た
メ
イ
ス
ト
ル
は
、
四
二
と
い
う
数
と
州
の
数
と
の
関
連
を
否
定
し
て
い
る
。
近
年
で
は
別
の
解
釈
と
し
て
四
二
の
数
と
エ
ジ
プ
ト
の

聖
な
る
数
字
で
あ
る
七
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
明
確
な
根
拠
に
乏
し
い
見
解
と
し
て
批
判
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
四

二
の
記
述
を
も
つ
史
料
が
不
足
す
る
た
め
、
四
二
の
柱
の
数
の
意
味
を
め
ぐ
る
議
論
は
依
然
と
し
て
研
究
者
の
見
解
の
一
致
を
み
て
い
な
い
。

　

第
一
八
王
朝
時
代
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
内
容
は
、
冥
界
の
判
事
と
州
の
数
に
必
ず
し
も
明
確
な
関
連
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
確
か

に
判
事
の
中
に
は
、
Ｐ
①
イ
ウ
ヌ
ウ
（ı͗w

nw

：
ヘ
リ
オ
ポ
リ
ス
）
や
Ｐ
③
ケ
メ
ヌ
ウ
（ḫm

nw

：
ヘ
ル
モ
ポ
リ
ス
）、
Ｐ
⑨
ネ
ン
ネ
ス
ウ
（nn-nsw

：

ヘ
ラ
ク
レ
オ
ポ
リ
ス
）
な
ど
実
在
す
る
都
市
を
出
自
に
も
つ
神
々
が
複
数
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
神
々
と
信
仰
の
中
心
地
と
の
明
確
な
関
係
は
、

従
来
の
四
二
の
数
と
エ
ジ
プ
ト
の
行
政
区
と
の
関
係
を
強
く
支
持
す
る
事
実
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
Ｐ
⑬
「
畜
殺
台
」（nm

t

）
や
Ｐ
⑲
「
刑
場
」（ḫbt

）、
Ｐ
㉙
「
暗
闇
」（knm

t

）
等
の
冥
界
に
属
す
る
地
名
を
出
自
に
も
つ
判
事
も
数

多
く
存
在
し
、
全
体
の
約
半
数
を
占
め
る
。
そ
の
よ
う
な
出
自
を
も
つ
判
事
の
多
く
は
、
神
殿
に
お
け
る
祭
祀
や
信
仰
の
証
拠
を
も
た
な
い
神

霊
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
神
霊
の
多
く
は
、
こ
の
他
に
言
及
さ
れ
て
い
る
史
料
が
少
な
い
た
め
、
不
明
瞭
な
点
も
多
い
。
四
二
柱
の
冥
界
の
判
事

が
特
定
の
州
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
神
々
の
多
く
は
地
方
神
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
無
罪
の

宣
言
」
の
判
事
団
は
神
と
神
霊
の
二
種
類
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
冥
界
に
出
自
を
も
つ
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
た
が
っ
て

「
判
事
団
」
の
数
と
現
世
の
行
政
区
の
数
と
の
関
連
性
は
疑
わ
し
い
。

　

さ
ら
に
、
第
一
八
王
朝
時
代
の
「
無
罪
の
宣
言
」
場
面
の
末
尾
に
登
場
す
る
判
事
は
、
判
事
と
そ
の
出
自
の
関
係
を
探
求
す
る
う
え
で
興
味

深
い
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
表
1
の
ア
メ
ン
ヘ
テ
プ
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
㊵
か
ら
㊷
の
出
自
（
Ｐ
）
は
全
て
「
町
」（nı͗w

t

）
で
あ
り
、
特
定

㉚

㉛

㉜

㉝

㉞

㉟

㊱
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の
場
所
を
指
し
て
い
な
い
。
こ
の
ア
メ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
（
1
）
と
「
無
罪
の
宣
言
」
の
内
容
が
一
致
す
る
マ
イ
ヘ
ル
ペ
リ
の
パ
ピ
ル
ス

（
13
）
で
も
㊵
以
降
の
出
自
がnı͗w

t

と
な
っ
て
お
り
、
単
純
な
誤
記
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
の
一
方
で
、
表
2
の
パ
ピ
ル
ス
の
う
ち
、
メ
ス
エ

ン
ネ
チ
ェ
ル
（
2
）
の
三
八-

四
二
列
目
、
ウ
セ
ル
ハ
ト
（
5
）
の
三
八-

四
二
列
目
、
所
有
者
不
明
1
（
7
）
の
三
七-

四
一
列
目
、
ト
ゥ
イ

（
9
）
の
三
八-
四
二
列
目
、
所
有
者
不
明
2
（
11
）
の
三
八-

四
一
列
目
、
チ
ェ
ネ
ナ
（
12
）
の
三
九
、
四
一
、
四
二
列
目
に
は
、
い
ず
れ
も

基
準
の
名
称
（
Ｎ
）
㊳-

㊷
が
記
述
さ
れ
な
が
ら
も
、
出
自
（
Ｐ
）
の
記
載
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
出
自
の
空
白
は
場
面
の
末
尾
に
登
場
す
る
判

事
に
集
中
す
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
他
の
第
一
八
王
朝
時
代
の
写
本
の
末
尾
に
は
、
ア
メ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
に
記
述
さ
れ
て
い
な
い
新
た
な
出
自
が
以
下
の

よ
う
に
記
さ
れ
る
：

セ
ン
ウ
セ
レ
ト
の
パ
ピ
ル
ス
（
6
）：

　

四
十
列
目
：N

ḥb nfrt pr m
 tpḥt.f　

　

自
ら
の
洞
穴
よ
り
来
た
る
「
完
全
さ
を
備
え
し
者
」
よ
！

　

四
一
列
目
：Ḏ

sr tp pr m
 kꜣr.f　

　

自
ら
の
祠
よ
り
来
た
る
「
頭
の
聖
な
る
者
」
よ
！

　

四
二
列
目
：I͗n ꜥ.f pr m

 ı͗m
nt　
　

西
方
よ
り
来
た
る
「
自
ら
の
腕
を
運
ぶ
者
」
よ
！

ヌ
ウ
の
パ
ピ
ル
ス
（
8
）：

　

三
九
列
目
：N

ḥb nfrt pr m
 ḥw

t.f　
　

自
ら
の
館
よ
り
来
た
る
「
完
全
さ
を
備
え
し
者
」
よ
！

　

四
十
列
目
：N

ḥb kꜣw
 pr m

 tpḥt.f　
　

自
ら
の
洞
穴
よ
り
来
た
る
ネ
ヘ
ブ
カ
ウ
よ
！

　

四
一
列
目
：Ḏ

sr tp pr m
 kꜣr.f　

　

自
ら
の
祠
よ
り
来
た
る
「
頭
の
聖
な
る
者
」
よ
！
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所
有
者
不
明
の
パ
ピ
ル
ス
2
（
11
）：

　

四
二
列
目
：I͗n ꜥ.f pr m

 ı͗m
nt　

　

西
方
よ
り
来
た
る
「
自
ら
の
腕
を
運
ぶ
者
」
よ
！

ネ
ブ
セ
ニ
の
パ
ピ
ル
ス
（
15
）：

　

四
一
列
目
：Ḏ

sr tp pr m
 tpḥt.f　

　

自
ら
の
洞
穴
よ
り
来
た
る
「
頭
の
聖
な
る
者
」
よ
！

　

四
二
列
目
：I͗n ꜥ.f pr m

 ı͗g[r]t　
　

冥
界
よ
り
来
た
る
「
自
ら
の
腕
を
運
ぶ
者
」
よ
！

ネ
フ
ェ
ル
ウ
ェ
ベ
ン
エ
フ
の
パ
ピ
ル
ス
（
16
）：

　

四
十
列
目
：Ḏ

sr tp pr m
 ḥw

t.f　
　

自
ら
の
館
よ
り
来
た
る
「
頭
の
聖
な
る
者
」
よ
！

　

四
一
列
目
：I͗n ꜥ.f pr m

 m
ꜣꜥty　

　

マ
ア
テ
ィ
よ
り
来
た
る
「
自
ら
の
腕
を
運
ぶ
者
」
よ
！

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
他
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
末
尾
に
登
場
す
る
判
事
の
出
自
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
「
館
」（ḥw

t

）、「
洞
穴
」（tpḥt

）、

「
祠
」（kꜣr

）、「
西
方
」（ı͗m

nt

）、「
冥
界
」（ı͗grt

）
と
い
う
特
定
の
地
名
で
は
な
い
場
所
と
い
う
点
で
共
通
し
、
ア
メ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
の

nı͗w
t

と
同
様
に
特
定
の
場
所
を
指
し
て
い
な
い
。
ま
た
、「
西
方
」
は
基
準
の
⑪
の
判
事
の
出
自
と
し
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
セ
ン
ウ
セ
レ
ト

の
パ
ピ
ル
ス
（
6
）
と
所
有
者
不
明
の
パ
ピ
ル
ス
2
（
11
）
で
は
、
判
事
の
出
自
が
重
複
す
る
こ
と
と
な
る
。
特
定
の
場
所
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
ネ
フ
ェ
ル
ウ
ェ
ベ
ン
エ
フ
の
パ
ピ
ル
ス
上
の
「
マ
ア
テ
ィ
」（m

ꜣꜥty
）
も
同
様
に
、
既
に
同
パ
ピ
ル
ス
の
一
五
列
目
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、

出
自
が
重
複
す
る
。

　

判
事
の
出
自
の
重
複
は
「
無
罪
の
宣
言
」
の
末
尾
以
外
で
も
数
多
く
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
最
た
る
例
は
フ
ウ
ト
カ
ー
プ
タ
ハ
（ḥw

t kꜣ Ptḥ

）

と
い
う
地
名
の
重
複
で
あ
る
。
ネ
フ
ェ
ル
ヘ
テ
プ
（
3
）
と
セ
ン
ヘ
テ
プ
（
14
）
の
各
パ
ピ
ル
ス
を
除
く
全
て
の
写
本
に
お
い
て
、
Ｐ
⑩
と
Ｐ

㊲

㊳

㊴

㊵
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㉞
が
い
ず
れ
も
フ
ウ
ト
カ
ー
プ
タ
ハ
で
あ
り
、
基
準
の
パ
ピ
ル
ス
で
は
⑩
の
「
炎
を
委
ね
し
者
」（W

ḏ nsr

）
と
Ｎ
㉞
の
ネ
フ
ェ
ル
テ
ム
の
二
柱

が
同
地
を
出
自
に
も
つ
判
事
と
し
て
登
場
す
る
。
さ
ら
に
、
セ
ン
ウ
セ
レ
ト
の
パ
ピ
ル
ス
で
は
三
九
列
目
に
も
フ
ウ
ト
カ
ー
プ
タ
ハ
が
記
述
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
パ
ピ
ル
ス
で
は
四
二
柱
の
判
事
の
う
ち
三
柱
が
同
じ
出
自
を
も
つ
。
同
様
の
重
複
は
、
Ｎ
①
「
歩
幅
の
広
い
者
」
と
Ｎ
⑰

「
青
ざ
め
た
者
」
に
も
み
ら
れ
、
ア
メ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
を
は
じ
め
と
す
る
大
部
分
の
パ
ピ
ル
ス
に
お
い
て
イ
ウ
ヌ
ウ
（ı͗w

nw

：
ヘ
リ
オ

ポ
リ
ス
）
の
重
複
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
太
陽
神
の
別
名
で
あ
る
「
歩
幅
の
広
い
者
」、
と
不
明
瞭
な
判
事
「
青
ざ
め
た
者
」
の
二

柱
が
ヘ
リ
オ
ポ
リ
ス
に
出
自
を
も
つ
こ
と
を
示
唆
す
る
。
イ
ウ
ヌ
ウ
の
重
複
は
、TT82

（
4
）
と
ネ
ブ
ア
メ
ン
の
パ
ピ
ル
ス
（
10
）
を
除
く
全

て
の
写
本
上
に
確
認
で
き
る
。
こ
の
二
つ
の
出
自
の
重
複
を
文
字
通
り
に
捉
え
れ
ば
、「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
に
お
け
る
四
二
柱
の
冥
界
の

判
事
は
、
四
二
で
は
な
く
四
一
も
し
く
は
四
〇
の
場
所
に
由
来
す
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
冥
界
の
判
事
の
出
自
に
み
ら
れ
る
空
白
や
一
般
名
詞
を
用
い
た
曖
昧
な
表
現
、
重
複
か
ら
、
最
初
期
に
お
け
る
「
無
罪
の
宣
言
」

の
場
面
に
お
い
て
、
判
事
の
出
自
は
必
ず
し
も
厳
密
に
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
判
事
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
出
自
に

結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
情
報
は
少
な
く
、
同
場
面
の
末
尾
に
見
ら
れ
る
空
白
や
一
般
的
な
名
称
の
繰
り
返
し
は
、
判
事
の
出
自
が

曖
昧
だ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
多
く
の
写
本
に
お
い
て
判
事
の
名
称
が
重
複
す
る
こ
と
な
く
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

重
視
さ
れ
た
の
は
、
四
二
柱
の
判
事
の
名
称
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。『
死
者
の
書
』
第
一
二
五
章
の
呪
文
の
冒
頭
で
冥
界
の
判
事
に
対

し
て
な
さ
れ
る
「
私
は
四
二
柱
の
神
々
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
宣
言
の
通
り
、「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
に
お
い
て
最
も
重
視
さ
れ

た
の
は
四
二
柱
の
判
事
の
名
称
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
判
事
の
出
自
は
各
判
事
の
付
加
的
な
情
報
で
あ
り
、
必
ず
し
も
出
自
が
異

な
る
四
二
の
場
所
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
必
要
が
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
第
一
八
王
朝
時
代
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
の
内

容
か
ら
は
、
判
事
の
出
自
が
行
政
区
（
州
）
に
対
応
す
る
と
い
う
見
解
は
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
四
二
と
い
う
数
と
行
政

区
の
数
の
不
一
致
は
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
時
代
（
前
四
世
紀
~
後
四
世
紀
）
に
記
述
さ
れ
た
『
ト
ト
の
書
』
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
宗
教
文
書
の

内
容
と
対
称
的
で
あ
る
。「
無
罪
の
宣
言
」
と
異
な
る
文
脈
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
文
書
で
は
非
現
実
の
世
界
で
あ
る
「
生
命
の
家
」
の
内

㊶

㊷

㊸

㊹

㊺
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部
に
位
置
す
る
四
二
の
場
所
の
名
称
が
記
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
上
下
エ
ジ
プ
ト
の
四
二
の
州
の
名
称
と
厳
密
な
対
応
関
係
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
第
一
八
王
朝
時
代
の
「
無
罪
の
宣
言
」
に
示
さ
れ
た
冥
界
の
判
事
と
四
二
の
数
は
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

『
ト
ト
の
書
』
で
は
四
二
と
い
う
数
が
度
々
言
及
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
時
代
に
お
い
て
四
二
と
い
う
数
自
体
に
重

要
な
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
数
が
既
に
新
王
国
時
代
に
お
い
て
も
同
様
に
聖
な
る
数
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
無
罪
の
宣
言
」

の
場
面
が
考
案
さ
れ
た
際
に
判
事
の
数
が
四
二
柱
に
定
め
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
実
際
に
『
死
者
の
書
』
第
一
二
五
章
Ａ
に
お
い
て
「
私
は

四
二
柱
の
神
々
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
」
の
記
述
に
見
ら
れ
る
通
り
、
四
二
の
数
に
何
ら
か
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
判
事
の
出
自
が
し
ば
し
ば
明
確
で
な
く
、
重
複
し
て
い
る
地
名
を
含
む
こ
と
は
、
四
二
柱
の
判
事
に
対
応
し
た
出
自
の
記

述
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。
ブ
レ
ス
テ
ッ
ド
（J. H

. B
reasted

）
は
「
無
罪
の
宣
言
」
に
、
複
数
の
類
似
し
た
内
容
の
悪
行
が
同
じ

場
面
に
記
述
さ
れ
る
点
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
を
編
纂
し
た
神
官
が
、
否
定
さ
れ
る
悪
行
の
目
録
の
起
草
に
苦
心
し
た
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

判
事
の
出
自
に
つ
い
て
も
同
様
に
、「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
が
考
案
さ
れ
た
際
に
は
、
個
々
の
冥
界
の
判
事
が
ど
の
よ
う
な
出
自
で
あ
る
か

と
い
う
伝
統
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
四
二
種
類
の
出
自
を
重
複
な
く
記
述
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
第
一
八
王
朝
時
代
の
「
無
罪
の
宣
言
」
に
見
ら
れ
る
冥
界
観
の
不
完
全
性
と
も
い
え
る
側
面
は
、
同
じ
く
『
死
者
の
書
』
第
一

二
五
章
に
描
か
れ
る
「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
と
呼
ば
れ
る
二
柱
一
組
の
女
神
の
図
像
表
現
の
多
様
性
と
合
致
す
る
。
筆
者
は
新
王
国
時
代
に
お
け

る
「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
の
実
体
を
考
究
す
る
研
究
の
中
で
、
第
一
八
王
朝
時
代
の
「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
の
多
様
な
描
写
が
続
く
第
一
九
王
朝
時

代
に
定
型
化
さ
れ
る
過
程
を
解
明
し
、
第
一
八
王
朝
時
代
を
「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
が
新
た
な
役
割
を
得
る
ま
で
の
過
渡
期
で
あ
る
と
結
論
づ
け

た
。
こ
の
女
神
に
見
る
思
想
の
変
遷
は
、
時
を
同
じ
く
し
て
変
化
の
過
程
に
あ
る
「
無
罪
の
宣
言
」
の
内
容
が
、
続
く
第
一
九
王
朝
時
代
以
降

に
予
想
さ
れ
る
収
斂
に
向
か
う
思
想
の
変
化
と
合
致
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
判
事
団
は
太
陽
神
（
Ｎ
①
）
や
ト
ト
神
（
Ｎ
③
）
の
よ
う
に
エ
ジ
プ
ト
各
地
で
崇
拝
さ
れ
た
神
の
み
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

㊻

㊼

㊽

㊾

㊿
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冥
界
に
の
み
登
場
す
る
神
霊
を
数
多
く
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
判
事
団
の
構
成
に
際
し
て
、
現
世
と
冥
界
の
双
方
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
唆
す
る
。
冥
界
の
判
事
が
「
現
世
と
冥
界
に
出
自
を
も
つ
神
と
神
霊
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
、「
無
罪
の
宣
言
」
が
な
さ
れ
る
広
間
の
名
称

か
ら
も
窺
え
る
。『
死
者
の
書
』
第
一
二
五
章
で
は
、「
無
罪
の
宣
言
」
を
含
む
一
連
の
「
死
者
の
審
判
」
が
行
わ
れ
る
場
所
は
「
二
柱
の
マ
ア

ト
の
広
間
」（w

sḫt nt M
ꜣꜥty

）
と
呼
ば
れ
る
。
本
来
一
つ
で
あ
る
マ
ア
ト
の
概
念
が
双
数
で
登
場
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
が
、「
死
者
の
審
判
」

が
行
わ
れ
る
広
間
の
名
称
に
お
い
て
は
一
貫
し
て
「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
す
な
わ
ち
二
つ
の
マ
ア
ト
の
神
格
化
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
ト
ゥ
イ

の
パ
ピ
ル
ス
（
9
）
や
ネ
ブ
セ
ニ
の
パ
ピ
ル
ス
（
15
）
を
は
じ
め
と
す
る
第
一
八
王
朝
時
代
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
の
挿
絵
に
は
二
柱
の

マ
ア
ト
女
神
の
姿
が
描
写
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
所
有
者
不
明
の
パ
ピ
ル
ス
1
（
7
）
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
の
「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
の
図

像
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ア
ト
女
神
の
図
像
に
生
者
と
死
者
の
世
界
を
示
唆
す
る
「
東
方
」（ı͗ꜣbt

）「
西
方
」（ı͗m

nt

）
の
文
字
が
付
記
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
の
パ
ピ
ル
ス
に
描
か
れ
た
「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
は
現
世
と
冥
界
の
そ
れ
ぞ
れ
に
存
在
す
る
マ
ア
ト
の
概
念
の
神
格
化
で
あ
り
、

「『
二
柱
の
マ
ア
ト
』
の
広
間
」
は
二
つ
の
世
界
の
マ
ア
ト
を
包
含
す
る
空
間
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
八
王
朝
時
代
の
「
二

柱
の
マ
ア
ト
の
広
間
」
が
現
世
と
冥
界
の
マ
ア
ト
が
存
在
す
る
空
間
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
審
判
の
広
間
に
登
場
す
る
冥
界
の
判
事
も

そ
れ
ぞ
れ
現
世
と
冥
界
に
出
自
を
も
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
期
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
の
意
図
は
、
現

世
に
お
け
る
行
政
区
（
州
）
と
関
連
す
る
神
々
で
は
な
く
、
現
世
と
冥
界
に
出
自
を
も
つ
四
二
柱
の
神
と
神
霊
か
ら
な
る
判
事
団
を
表
現
す
る

こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

C
ooney 2007 , 31-32 ; M

unro 2023 , 55-57 .
P. B

M
 EA

 10489 . M
unro 1988 , 291 . 

大
英
博
物
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
タ
ロ
グ

に
掲
載
（https://w

w
w.britishm

useum
.org/

）。

P. Paris Louvre E. 21324  (SN
 1 ). N

aville 1886 , 74-76  

“Ca

”; M
unro 1988 , 

279-280 . Totenbuch Projekt, Ein D
igitales Textzengenarchiv

に
掲
載 (toten-

buch.aw
k.nrw.de/objekt/tm

134311 )

。

P. C
racow

 M
N

K
 X

I 1501

＋1502

＋1507  a- b

＋1512  a, b. M
unro 1988 , 

283 . Totenbuch Projekt, Ein D
igitales Textzengenarchiv

に
掲
載 (totenbuch.

aw
k.nrw.de/objekt/tm

134285 )

。

N
aville 1886 , 57  

“Ad

”; M
unro 1988 , 290-291 . 

大
英
博
物
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン

カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
（https://w

w
w.britishm

useum
.org/

）。

P. W
ien V

indob. A
eg. 10 .994-10 .997  (P. R

einisch). M
unro 1988 , 285-286 . 

�

①②③

④⑤⑥
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Totenbuch Projekt, Ein D
igitales Textzengenarchiv

に
掲
載 (totenbuch.aw

k.

nrw.de/objekt/tm
134320 )

。

P. B
M

 EA
 9905 . N

aville 1886 , 56-57  

“Ac

”;Munro 1988 , 288 . 

大
英
博
物
館

の
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
（https://w

w
w.britishm

useum
.org/

）。

P. B
M

 EA
 10477 . Lapp 1997 , Pls 66-67 ; C

arrier 2010 , Pls. 190-191 ; 
M

unro 1988 , 280 .

「
無
罪
の
宣
言
」
を
描
写
し
た
パ
ピ
ル
ス
は
二
つ
の
紙
片
に
分
か
れ
て
お
り
、

大
英
博
物
館
所
蔵
の
パ
ピ
ル
ス(P. B

M
 EA

 9913 ) 

と
プ
ー
シ
キ
ン
美
術
館
所
蔵

の
パ
ピ
ル
ス (P. M

oscow
 I, 1 b, 122 ) 

に
所
蔵
さ
れ
る
。M

unro 1988 , 288 . To-
tenbuch Projekt, Ein D

igitales Textzengenarchiv

に
掲
載 (totenbuch.aw

k.

nrw.de/objekt/tm
133546 )

。

P. B
M

 EA
 9964 . N

aville 1886  ,57-58  
“Ae

”; M
unro 1988 , 289-290 . 

大
英

博
物
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
（https://w

w
w.britishm

useum
.org/

）。

P. Paris Louvre N
. 3073 . N

aville 1886 , 96-97  
“Pa

”; M
unro 1988 , 291-292 . 

Totenbuch Projekt, Ein D
igitales Textzengenarchiv

に
掲
載 (totenbuch.aw

k.

nrw.de/objekt/tm
134306 )

。

P. Paris Louvre N
. 3074 . N

aville 1886 , 98-100  

“Pc
”; M

unro 1988 , 286-
287 . Totenbuch Projekt, Ein D

igitales Textzengenarchiv

に
掲
載 totenbuch.

aw
k.nrw.de/objekt/tm

13430 )

。

P. C
airo C

G
 24095 . M

unro 1988 , 278 ; M
unro 1994 , Photo Taf. 60 .

P. C
airo 2512 . M

unro 1988 , 287-288 ; M
unro 1994 , Photo Taf. 79 ; El-K

e-

m
aly 2021 , Fig. 3 .
P. B

M
 EA

 9900 . N
aville 1886 , 48-54  

“Aa

”; M
unro 1988 , 281 ; Lapp 2004 , 

Pls. 89-91 . 
P. Paris Louvre N

. 3092 . N
aville 1886  ,48-54  

“Pb

”; M
unro 1988 , 282-

283 . Totenbuch Projekt Ein D
igitales Textzengenarchiv

に
掲
載 (totenbuch.

aw
k.nrw.de/objekt/tm

134308 )

。

P. C
airo C

G
 51189 . M

unro 1988 , 274-275 ; M
unro 1994 , Taf. 65 .

D
avies 1915 , Pls. 44-45 ; Saleh 1984 , 63 ; M

unro 1988 , 296 .
M

unro 2023 , 37-39 .　

本
稿
で
の
各
写
本
の
制
作
年
代
はM

unro 1988

に
し

が
た
う
。

肥
後　2023 , 

図2 , 3 .

過
去
に
写
本
の
内
容
を
比
較
し
た
メ
イ
ス
ト
ル
（C

. M
aystre

）
の
研
究
や
ラ

ッ
プ
に
よ
る
校
訂
資
料
も
基
本
的
に
こ
の
配
列
を
基
準
と
し
て
い
る
（M

aystre 

1937 , 65-103 ; Lapp 2008 , 64-149

）。
ま
た
、
エ
ル
・
ケ
マ
リ
ー
（R

. El-K
e-

m
aly

）
の
示
す
冥
界
の
判
事
の
「
共
通
の
順
列
」
も
ア
メ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス

の
内
容
と
合
致
す
る (El-K

em
aly 2021 , Table 2 )

。

肥
後　2023 .

同
様
の
意
味
を
持
ち
な
が
ら
も
異
な
る
表
記
を
も
つ
そ
の
他
の
例
と
し
て
、
Ｎ

⑬
「
血
を
喰
ら
う
者
」
と
Ｎ
⑭
「
内
臓
を
喰
ら
う
者
」
の
表
記
の
差
異
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ア
メ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
を
は
じ
め
と
す
る
約
半
数
の
パ
ピ
ル
ス
が

「
喰
ら
う
」
を
意
味
す
る
語
と
し
てḳḳ

と
記
述
す
る
の
に
対
し
、
ネ
ブ
セ
ニ
や

ユ
ヤ
の
パ
ピ
ル
ス
で
はw

nm

と
記
述
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
食
べ
る
」
を
意

味
す
る
語
で
あ
る
が
、ḳḳ

は
新
王
国
時
代
以
降
に
多
く
利
用
さ
れ
る
語
で
あ
り
、

w
nm

に
対
し
て
『
コ
フ
ィ
ン
・
テ
キ
ス
ト
』
の
よ
う
な
古
典
的
な
葬
祭
文
学
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
（W

b 5 , 71 , C
T 2  176 e; C

T 5 , 30 e

）。
ま
た
、
ハ

ニ
ヒ
はḳḳ

を
後
期
エ
ジ
プ
ト
語
に
お
い
て
口
語
で
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
と
す

る
（H

annig 2009 , 936

）。
こ
の
よ
う
な
語
の
差
異
も
『
死
者
の
書
』
の
伝
統
の

変
化
を
探
求
す
る
上
で
有
効
な
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

デ
モ
テ
ィ
ッ
ク
の
「
無
罪
の
宣
言
」
に
お
い
て
は
、「
畜
殺
台
に
来
る
者
た
ち

の
血
を
喰
ら
う
者
」
と
記
述
さ
れ
る
（Lexa 1910 , 16

）。

所
有
者
不
明
の
パ
ピ
ル
ス
1
や
所
有
者
不
明
の
パ
ピ
ル
ス
2
を
は
じ
め
と
す
る

複
数
の
写
本
の
図
像
に
お
い
て
鰐
の
頭
を
も
つ
神
の
姿
で
描
写
さ
れ
る
点
や
、
タ

シ
ュ
（[tꜣ] š
：
フ
ァ
イ
ユ
ー
ム
）
を
出
自
と
す
る
こ
と
か
ら
セ
ベ
ク
神
を
指
す
と

⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑮⑯

⑰⑱⑲⑳㉑㉒㉓㉔㉕
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考
え
ら
れ
る
。

エ
ル
・
ケ
マ
リ
ー
は
、
Ｎ
㉒
の
「
転
覆
さ
せ
る
者
」
が
も
つ
攻
撃
的
な
本
質
は

「
違
反
す
る
」
行
為
と
結
び
つ
く
と
述
べ
て
い
る
（El-K

em
aly 2021 , 253

）。

セ
ベ
ク
も
凶
暴
な
側
面
を
も
つ
神
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
凶
暴
性
が
「
違

反
」
と
い
う
行
為
と
関
係
す
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。

ト
ゥ
イ
の
パ
ピ
ル
ス
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
は
複
雑
な
二
段
構
成
で
表
現

さ
れ
る
。
上
段
の
最
初
の
二
列
に
は
大
き
な
記
入
枠
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
各
列

に
①
「
歩
幅
の
広
い
者
」
と
③
「
く
ち
ば
し
の
者
」
の
Ｎ-

Ｐ-

Ｄ
の
組
み
合
わ
せ

と
二
神
の
図
像
が
表
さ
れ
、
続
く
同
段
上
の
二
〇
列
に
わ
た
っ
て
小
さ
な
記
入
枠

に
判
事
が
記
述
さ
れ
る
。
下
段
の
最
初
の
二
列
に
は
判
事
で
は
な
く
、
二
柱
の
マ

ア
ト
女
神
が
描
か
れ
、
三
列
目
か
ら
残
る
二
〇
柱
の
判
事
が
示
さ
れ
る
。
ト
ゥ
イ

の
パ
ピ
ル
ス
に
お
け
る
②
と
③
の
配
列
の
逆
転
は
、
上
段
の
一
列
目
、
二
列
目
の

大
き
な
図
像
を
描
写
す
る
際
に
Ｎ
③
「
く
ち
ば
し
の
者
」（
ト
ト
神
）
が
神
霊
の

Ｎ
②
「
炎
を
抱
く
者
」
よ
り
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

チ
ェ
ネ
ナ
の
パ
ピ
ル
ス
は
、
三
段
に
重
な
る
矩
形
の
枠
が
左
か
ら
右
へ
と
一
四
列

に
わ
た
っ
て
続
き
、
個
々
の
枠
内
に
宣
言
の
内
容
が
記
述
さ
れ
る
。

El-K
em

aly 2021 , 252 .　

エ
ル
・
ケ
マ
リ
ー
は
、
冥
界
の
判
事
が
四
二
柱
で
構

成
さ
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て
、「
Ａ
：
ス
ペ
ー
ス
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
」、

「
Ｂ
：
書
記
の
誤
記
」、「
Ｃ
：
パ
ピ
ル
ス
の
所
有
者
に
よ
る
重
複
も
し
く
は
省
略

の
希
望
」
を
挙
げ
、
ユ
ヤ
の
パ
ピ
ル
ス
を
Ｃ
の
理
由
に
分
類
し
て
い
る
が
、
書
記

の
誤
記
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

M
unro 1994 , Photo Taf. 79 . 

パ
ピ
ル
ス
の
縦
幅
全
体
に
わ
た
る
十
分
な
記
述

の
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｄ
を
記
述
す
る
た
め
の
余

白
は
少
な
く
、
三
列
目
や
一
七
列
目
で
は
枠
内
に
収
ま
ら
な
か
っ
た
文
字
が
枠
外

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
明
確
な
誤
字
は
一
九
列
目
に
確
認
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
に

記
述
さ
れ
る
：N

w
n [pr m

] ḳꜣ ḫrw.ı͗ n ı͗r.ı͗ knm
t

。
Ｎ
の
場
所
に
記
述
さ
れ
た

N
w

n

は
Ｐ
㊲
に
相
当
し
、
Ｐ
の
箇
所
と
し
て
記
述
さ
れ
たḳꜣ ḫrw.ı͗

は
明
ら
か
に

Ｄ
㊲
のn ḳꜣ ḫrw.ı͗

の
一
部
を
指
し
て
い
る
。
Ｄ
のknm

t

と
い
う
行
為
も
同
様
に

他
の
写
本
に
は
確
認
さ
れ
ず
、
Ｎ
㉙K

nm
ty

も
し
く
は
Ｐ
㉙
のknm

t

に
該
当
す

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
九
列
目
の
記
述
の
内
容
は
、
同
場
面
が
書
写

さ
れ
る
際
に
あ
た
っ
て
、
Ｎ
、
Ｐ
、
Ｄ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
入
箇
所
に
異
な
る
要
素

が
誤
っ
て
記
述
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
誤
記
は
Ｎ
の
箇
所
に
記
述
さ
れ
た

N
w

n

の
多
義
性
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
推
測
で
き
る
。N

w
n

は
無
罪
の
宣
言
の
場

面
に
お
い
て
は
「
原
初
の
水
」
と
し
て
記
述
さ
れ
る
が
、
し
ば
し
ば
原
初
の
海
の

人
格
化
や
神
々
の
名
称
と
し
て
も
登
場
す
る
（W

b II, 214-215 ; LG
G

 3 , 543-
547

）。
ま
た
、
ヌ
ウ
や
ネ
ブ
セ
ニ
の
パ
ピ
ル
ス
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
写
本
に

お
い
て
Ｐ
㊲
のN

w
n

に
は
神
で
あ
る
こ
と
を
示
す
限
定
符
が
付
記
さ
れ
る

（Lapp 2008 , 136-137

）。
そ
の
た
め
セ
ン
ヘ
テ
プ
の
パ
ピ
ル
ス
の
書
き
手
は

N
w

n

を
判
事
の
神
の
名
称
と
み
な
し
て
記
述
し
、
続
く
Ｄ
㊲
を
出
自
が
記
さ
れ

る
べ
き
位
置
に
記
述
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

『
死
者
の
書
』
の
制
作
に
お
け
る
絵
師
と
書
記
の
関
係
に
つ
い
て
はK

ockel-

m
ann 2017

を
参
照
。

Steindorf 1909 , 876-877 ; B
reasted 1934 , 257 . 

M
aystre 1937 , 132-133 .

R
ochholz 2002 , 194-195 ; El-K

em
aly 2021 , 252 .

例
え
ば
、
Ｐ
①
に
出
自
を
も
つ
Ｎ
①
「
足
幅
の
広
い
者
」
は
、
太
陽
神
の
形
容

辞
で
あ
る
た
め
、
太
陽
神
の
信
仰
の
中
心
地
で
あ
っ
た
ヘ
リ
オ
ポ
リ
ス
を
出
自
と

定
め
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
と
い
え
る
。『
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
テ
キ
ス
ト
』
第
四
六

七
章
の
太
陽
神
へ
の
呼
び
か
け
の
中
で
、
ラ
ー
は
「
歩
幅
の
広
い
者
」（W

sḫ 

nm
tt

）
と
呼
称
さ
れ
る
（Pyr. 886 a- c

）。

ル
カ
レ
ッ
リ
は
神
霊
の
特
徴
と
し
て
、
一
般
に
神
と
呼
ば
れ
る
超
自
然
的
な
存

在
よ
り
も
そ
の
役
割
が
限
定
的
で
あ
り
、
神
殿
で
の
信
仰
の
対
象
と
な
ら
な
い
点

を
挙
げ
て
い
る
（Lucarelli 2017 , 134

）。

他
方
、
名
称
の
由
来
が
同
場
面
に
描
写
さ
れ
る
図
像
か
ら
推
察
可
能
な
神
霊
も

㉖㉗㉘㉙

㉚㉛㉜㉝㉞㉟㊱
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存
在
す
る
。
Ｎ
㉗
「
顔
が
後
ろ
に
あ
る
者
」（Ḥ

r.f ḥꜣ tp.f

）
は
、
ア
メ
ン
ヘ
テ
プ

の
パ
ピ
ル
ス
、
所
有
者
不
明
の
パ
ピ
ル
ス
1
、
ト
ゥ
イ
の
パ
ピ
ル
ス
に
お
い
て
、

頭
部
が
体
の
向
き
と
反
対
方
向
に
描
か
れ
る
立
像
や
図
像
で
描
写
さ
れ
る
。

の
文
字
の
み
判
読
可
能
で
あ
る
が
、。K

V2

とK
V9

の
類
例
か
らı͗grt

と
判
断
し
た
（Lapp 2004  Pl. 91 ; Lapp 2008 , 147

）。

「
館
」（ḥw

t
）、「
洞
穴
」（tpḥt

）、
祠
（kꜣr

）
の
そ
れ
ぞ
れ
が
接
尾
代
名
詞
に

よ
っ
て
「
自
ら
の
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
場
所
が
複
数
存
在

す
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

一
五
列
目
のm

ꜣꜥty
と
四
一
列
目
のm

ꜣꜥty

の
表
記
は
異
な
る
が
、
四

一
列
目
は
余
白
の
不
足
に
よ
る
略
記
で
あ
る
と
考
え
る
。
通
常
「
マ
ア
テ
ィ
」
は

「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
や
、「
二
つ
の
真
実
」
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
が
、「
無
罪
の

宣
言
」
に
お
い
て
は
地
名
と
し
て
記
述
さ
れ
る
（H

igo 2024

）。

メ
ン
フ
ィ
ス
も
し
く
は
同
地
域
内
の
プ
タ
ハ
の
神
殿
周
域
を
指
す
（W

b 3 ,5 ; 
B

aines and M
alek 2000 , 134 ; 

肥
後　2023 , 29-30
）。

W
ḏ

で
は
な
くW

ꜣḏ

と
表
記
さ
れ
る
事
例
も
多
く
、「
炎
の
青
き
者
」
で
あ
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、LG

G

で
はW

ꜣḏ nsr

はW
ḏ nsr

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（LG

G
 2  619

）。
類
例
の
少
な
さ
か
ら
不
明
な
点
が
多

く
残
る
が
、
メ
イ
ス
ト
ル
が
示
す
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
らTꜣw

(.f ) m
 sḏt

（
自
ら

の
息
が
炎
で
あ
る
者
）
と
同
種
の
神
も
し
く
は
神
霊
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る 

（M
aystre 1937 , 73 ; LG

G
 7 , 458

）。
エ
ル
・
ケ
マ
リ
ー
は
こ
の
名
称
を
プ
タ
ハ

と
断
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
論
拠
は
不
明
で
あ
る
（El K

em
aly 2021 , 256

）。

ネ
フ
ェ
ル
テ
ム
は
新
王
国
時
代
に
お
い
て
メ
ン
フ
ィ
ス
と
の
結
び
つ
き
の
深
い

神
で
あ
っ
た
た
め
、
判
事
の
名
称
と
出
自
の
関
係
は
自
然
で
あ
る
と
い
え
る

（LÄ
 4 , 378-380

）。

太
陽
信
仰
の
中
心
都
市
（
肥
後 2023 , 27 , 32

）

LG
G

 2 , 75-75 .
TT82

と
ネ
ブ
ア
メ
ン
の
パ
ピ
ル
ス
の
い
ず
れ
も
該
当
す
る
と
予
想
さ
れ
る
箇

所
が
欠
損
し
て
い
る
。

Jasnow
 and Zauzich 2014 ,175-187 .

『
ト
ト
の
書
』
で
言
及
さ
れ
る
「
生
命

の
家
」
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
神
殿
に
付
属
す
る
伝
統
的
な
文
書
の
保
管
庫
お
よ
び
そ

の
教
育
機
関
で
な
く
、
非
現
実
の
神
秘
的
な
空
間
を
指
す
（Jasnow

 and Zauz-

ich 2014 , 43-44

）。

Jasnow
 and Zauzich 2014 , 152 .

B
reasted 1934 , 257-258 .

マ
ア
ト
お
よ
び
「
二
柱
の
マ
ア
ト
」
に
つ
い
て
は
、H

igo 2019 ; 

肥
後 2021

を
参
照
。

H
igo 2024 .

H
igo 2024 , Fig. 2 .

５　

お　

わ　

り　

に

　

本
稿
で
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
第
一
八
王
朝
時
代
の
『
死
者
の
書
』
の
写
本
の
比
較
か
ら
最
初
期
の
「
無
罪
の
宣
言
」
に
登
場
す
る
冥
界
の
判

事
の
名
称
と
出
自
、
対
応
す
る
悪
行
の
関
係
を
考
察
し
た
。「
死
者
の
審
判
」
の
一
過
程
と
し
て
『
死
者
の
書
』
に
表
現
さ
れ
る
「
無
罪
の
宣

㊲㊳㊴㊵㊶

㊷㊸㊹㊺㊻㊼㊽㊾㊿�
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言
」
の
場
面
は
、
そ
の
内
容
に
大
き
な
変
化
が
な
い
と
す
る
認
識
か
ら
専
門
的
な
議
論
が
不
足
す
る
現
状
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
八

王
朝
時
代
の
「
無
罪
の
宣
言
」
は
判
事
の
配
列
だ
け
で
な
く
、
そ
の
︻
名
称
（
Ｎ
）-

出
自
（
Ｐ
）-

悪
行
（
Ｄ
）︼
の
組
み
合
わ
せ
も
変
化
に

富
む
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
八
王
朝
時
代
を
『
死
者
の
書
』
及
び
「
死
者
の
審
判
」
の
概
念
が
一
連
の
文
章
と
図
像
で
描
写
さ
れ
る
最

初
期
に
位
置
づ
け
た
場
合
、
そ
の
形
成
期
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
写
本
ご
と
の
差
異
が
見
ら
れ
る
の
は
妥
当
で
あ
る
が
、
本
稿
の
写
本
の
比

較
・
分
析
を
通
し
て
そ
の
内
容
が
明
示
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
提
示
し
た
文
章
表
現
や
語
彙
の
選
択
の
特
徴
に
加
え
て
、
字
体
や
彩
色
、

図
像
に
見
ら
れ
る
変
化
の
よ
う
な
そ
の
他
の
図
像
的
特
徴
に
注
目
す
る
こ
と
で
「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
の
さ
ら
な
る
理
解
へ
の
手
が
か
り
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
本
稿
で
は
、
一
般
に
行
政
区
（
州
）
の
数
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
き
た
「
無
罪
の
宣
言
」
の
判
事
の
数
に
つ
い
て
再
考
し
た
。
こ
の
場

面
の
末
尾
に
登
場
す
る
冥
界
の
判
事
の
多
く
は
、
明
確
な
出
自
を
持
た
な
い
傾
向
に
あ
り
、
出
自
が
記
載
さ
れ
な
い
事
例
や
、
曖
昧
な
出
自
の

記
述
、
異
な
る
判
事
が
同
じ
出
自
を
も
つ
事
例
が
数
多
く
確
認
さ
れ
た
。
重
複
す
る
こ
と
な
く
記
述
さ
れ
た
四
二
柱
の
判
事
の
名
称
と
は
対
照

的
に
、
一
部
の
判
事
の
出
自
が
曖
昧
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
判
事
の
出
自
が
行
政
区
と
一
致
す
る
と
い
う
説

に
疑
問
を
呈
し
た
。
さ
ら
に
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
「
無
罪
の
宣
言
」
の
写
本
ご
と
の
変
化
の
傾
向
は
、
各
宣
言
の
内
容
に
含
ま
れ
る
悪
行

の
内
容
に
も
該
当
す
る
と
推
測
さ
れ
る
。
冥
界
観
の
変
化
を
考
究
す
る
本
稿
で
は
詳
細
に
論
じ
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
否
定
さ
れ
る
悪
行
の
内

容
の
経
時
的
な
変
化
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
倫
理
観
の
変
化
を
辿
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
本
稿
で
考
察
し
た
最
初
期
の

時
代
の
「
無
罪
の
宣
言
」
の
場
面
に
込
め
ら
れ
た
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
冥
界
観
や
倫
理
観
が
そ
の
後
の
千
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
変

化
を
遂
げ
る
の
か
、
本
稿
を
起
点
と
し
て
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
で
、
そ
の
変
遷
の
解
明
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

略
号

C
T: de B

uck, A
. 1935-1961 , The Egyptian C

offin Texts, 7  volum
es, C

hicago.

LÄ
:　

H
elck, W

. and O
tto, E. (eds.) 1976-1992 , Lexikon der Ägyptologie, 7  volum

es, W
iesbaden.
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LG
G

: Leitz, C
. 2002 , Lexikon der ägyptischen G

ötter und G
ötterbezeichnungen, 8  volum

es, Leuven.

Pyr.: Sethe, K
. 1908-1922 , D

ie altägyptischen Pyram
identexte nach den Papierabdrucken und Photographien des Berliner M

useum
s, 4  volum

es, Leipzig. 

TT 82 : Theban Tom
b TT 82 . Tom

b of A
m

enem
hat.

W
b: Erm

an, A
. and G

rapow, H
. 1926-1963 , W

örterbuch der Ägyptischen Sprache, 12  volum
es, Leipzig and B

erlin.
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Reexamining the “Declaration of Innocence” in Manuscripts of the 
Book of the Dead from the 18th Dynasty of Ancient Egypt

by

HIGO Tokihisa

　In the ancient Egyptian underworld, a group of judges known as the 
Forty-two Judges presided over the “Declaration of Innocence.” This 
declaration, in Chapter 125 of the Book of the Dead, also referred to as 
Chapter 125B, is one of the most well-known concepts in ancient Egyptian 
beliefs about the afterlife; it describes a critical stage in the deceased's 
final judgment by Osiris. In this belief, the deceased denies having 
committed specific misdeeds during his or her lifetime. 
　The deceased addresses each of the forty-two judges, seated or standing 
on columns, by name and place of origin, and denies committing sins. For 
example, the deceased might say: “O, Broad of Steps, who comes from 
Heliopolis, I have not done evil things.” This series of declarations 
demonstrate the ethical ideals of ancient Egyptians, and with the varied 
names, origins, and sins denied, they offer insights into their morality. 
Each judge has a different name, origin, and iconography, showing the 
diverse images of ancient Egyptian netherworlds, including its inhabitants 
and topography.
　The “Declaration of Innocence” was used extensively from the 18th 
Dynasty to the Greco-Roman period. Scholars recognized its importance, 
particularly the consistency of its content, which reflects the enduring 
traditions of Egyptian culture. Since the format and content of the scene 
are “apparently” unchanged, scholars have regarded it as an essential 
source reflecting unchanging Egyptian ethics and images of the ancient 
Egyptian afterlife, which remained static throughout the period of the use 
of the Book of the Dead. For that reason, the tradition and transitions of 
the “Declaration of Innocence” and the Forty-two Judges have not been 
extensively studied in the history of religion in Ancient Egypt. 
　However, given that the manuscripts of the Book of the Dead were 
initially prepared for the privileged class population, the contents of the 
spells, including the individual components of the scene, which are 
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classified by judges’ names, origins, and deceased’s misdeeds, are presumed 
to differ even among the manuscripts from the same period. To improve 
our understanding of the same scene and its protagonists, this paper 
reconsiders the “Declaration of Innocence” based on a comparative analysis 
of manuscripts of the Book of the Dead from the 18th Dynasty. 
Establishing the Papyrus of Amenhotep in the British Museum (BM EA 
10489) from the end of Thutmose III’s reign as a standard for comparison, 
this paper numbers the declarations in order, dividing each declaration 
into three components: names of the judges (N), their places of origin (P), 
and the misdeeds that are denied (D). Contents of the manuscript that 
differ from the standard are marked in the comparative table.
　A comparative study of seventeen manuscripts reveals the following 
points. First, there is diversity in the composition of scenes of the 
“Declaration of Innocence” across the period. No manuscript matches the 
standard manuscript, the Papyrus of Amenhotep and the changes in the 
order of the declaration are evident. Remarkably, the number of 
declarations and judges is not always forty-two. Second, the lack of places 
of origin, frequently seen in the later part of the declaration in many 
manuscripts, indicates that the scribes prioritized placing the names of the 
judges on the columns and the sins while their origins were less 
prioritized. Duplications of the origin of judges, such as ı͗wnw and h・wt-kꜣ-
Pth・, and the appearance of general terms for the origins (nı͗wt, town; ı͗mnt, 
the west) support this idea. Third, this incomplete set of the origins of the 
Forty-two Judges disagrees with the traditional notion that the number 
forty-two is derived from administrative towns in Egypt. There are no 
manuscripts that have forty-two different origins for the judges. Further 
detailed examination, iconographical analysis, and comparison with later 
sources will clarify the relationship between the characteristics of the 
Forty-two Judges and the concept of the “Declaration of Innocence.”

Key Words ;  Ancient Egypt, Book of the Dead, Religion in Ancient Egypt,   
“Declaration of Innocence,” Netherworld
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